
会報 い ず み 第44号 平成 12年(2000年)9月 12日 発行

いずみ会/旧 都立大泉中学校 ・都立大泉高等学校同窓会

ロロ四 執行部関係
目 母校関係
回 恩師近況

図 臨海学校と助教
ロ クラブ訪間
回 マスコット今昔物語
囮トロ 同期会だより他発行/い ずみ会 編集/い ずみ会会報部

〒178-0063東京都練馬区東大泉5-3-1都立大泉高等学校内

昨
年

の
母
校
文
化
祭
は
９
月
１８
、
・９
日

に
開
催
さ
れ
、
桜

の
ト
ン
ネ

ル
は
大
勢

の

来
校
者

で
賑
わ

い
ま
し
た
。

い
ず

み
会
も

歴
史
を
物
語

る
パ
ネ

ル
が
飾
ら
れ
た

「
い

ず

み
会

コ
ー
ナ
ー
」
と
、

１８
日

（土
）

に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局
記
者
主
幹

（と

い
う
肩

書

き
よ
り

「
週
刊

こ
ど
も

ニ
ュ
ー
ス
」

の

お
父
さ
ん
役
と
し
て
有
名
な
）
池
上
彰
氏

（高

２．
期
）
に
よ
る
、
演
題

「
や
さ
し
く
す

る
こ
と
は
難
し

い
」

の
講
演

の
形

で
初
参

加
を
し
ま
し
た
。

教
室

は
満
員
御
礼
。

に
こ
や
か
に
教
壇

に
立
た
れ
た
池
上
氏
は
、
「
元
来

ニ
ュ
ー
ス

番
組

は
大
人
向
け

に
難
し
く
作
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
を
子
ど
も

に
も
分
か
り
易
く
話

す
と

い
う

こ
と
は
大
変
な

こ
と
で
あ
る
。
」

と
話
し
始
め
ら
れ
、

つ
ま
り
制
作
側

は

ニ

ュ
ー
ス
を
何
も
知
ら
な

い
人

の
立
場

に
立

っ
て
作

る
、
そ
れ
が
番
組
を
面
白
く
し
、

子
ど
も
ば

か
り
か
老
人

に
も
楽
し
ま
れ
、

そ
の
結
果

こ
の
番
組
が
他
局

の
大
人
向
け

ニ
ュ
ー
ス
番
組

に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
繋
が
れ
ま
し
た
。

話
は
地
域
振
興
券
、
新
幹
線

の
ト
ン
ネ

ル
壁
落
下
事
故

に
始
ま
り
、
諌
早

の
干
拓

問
題
、
小
渕
首
相

の
中
国
訪
間
、
東
チ

モ

ー
ル
と
キ
ル
ギ

ス
紛
争
、

ク
リ

ン
ト

ン
大

統
領

と
モ

ニ
カ
さ
ん
の
仲
良
し
関
係
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
ピ

コ
グ

ラ
ム
単
位

と
盛
沢

山
。圧
巻
は
各
国

の
世
界
地
図
を
張
り
出
し
、

「
世

の
中

の
物
事

の
見
方
」

に
続

き
ま
し

一̈̈一̈̈̈̈
¨̈一̈̈̈
¨̈̈
一̈一̈一̈̈̈
¨̈一̈̈̈
¨̈一̈̈̈
一̈̈̈
¨

た
。
日
本
発
行
の
は
真
中
に
日
本
、
左
に

中
国
、
右
に
ア
メ
リ
カ
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
欧
州
の
は
欧
州
が
中
心
に
あ
り
ま
す
。

因
み
に
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
み
て
極

端
に
東
に
あ
る
か
ら
極
東
、
中
東
は
中
位

の
東
に
あ
る
か
ら
中
東
と
呼
ば
れ
ま
す
。

日
本
は
欧
州
か
ら
見
て
極
遠
な
の
で
彼
ら

は
日
本
の
事
を
殆
ど
知
り
ま
せ
ん
。
中
国

発
行
の
地
図
か
ら
は
台
湾
問
題
が
、
国
境

線
の
種
類
か
ら
イ
ン
ド
と
中
国
の
勢
力
関

係
が
読
み
と
れ
ま
す

（そ
の
地
図
で
は
北

方
領
土
は
日
本
の
領
土
と
し
て
あ
り
、
中

国
が
日
本
側
の
立
場
だ
と
い
う
現
れ
）。
ア

メ
リ
カ
の
地
図
で
は
当
然
中
心
に
ア
メ
リ

カ
が
あ
り
、
彼
ら
は
学
校
で
こ
の
地
図
を

見
て
育
つ
の
で
、
世
界
の
も
め
事
は
ア
メ

リ
カ
が
当
然
主
導
権
を
持
っ
て
何
と
か
し

な
く
て
は
と
思
う
国
民
性
が
自
然
に
育
ち

ま
す

（ち
な
み
に
北
方
領
土
は
ロ
シ
ア
の

領
土
に
な
っ
て
い
る
）。究
極
の
例
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
地
図
が
南
北
逆
立
ち
を

し
て
い
て
、
北
極
が
下
に
あ
り
ま
す
。
地

図
は
多
く
を
語
っ
て
い
ま
す
。

時
間
一
杯
に
時
事
即
応
の
話
題
を
硬
軟

織
り
交
ぜ
、
お
得
意
の
駄
洒
落
も
連
発
。

さ
す
が
こ
れ
が
プ
ロ
と
い
う
話
ぶ
り
に
教

本
会

で
は
昨
年
度

の
事
業
計
画

「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設

に

つ
い
て
の
検
討
」

に
沿

っ
て
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
て
、
様

々
な
面
か
ら

の
検
討
を
行

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

昨
今

の
情
報

の
多
様
化
、

ス
ピ
ー
ド
化

に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
本

会
も
、
会

の
目
的

の
ひ
と

つ
の
会
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
る

一
手
段
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

の
利
便
性
、
可
能
性

に
つ
い
て

多
方
面
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
設
置
す
る

方
針

と
し
ま
し
た
。

本
会
会
員
が

一
堂

に
顔
を
合
わ
せ
る
年

に

一
度

の
総
会

・
懇
親
会

は
会
員
相
互

の

親
睦

の
機
会

と
し
て
最
も
重
要
な
行
事

の

一
つ
で
す
。
し
か
し
、
遠
隔
地

に
お
住

ま

い
で
あ

っ
た
り
、
時
間
的
余
裕
が
な
か

っ

た
り
、
ま
た
健
康
上

の
理
由

で
参
加

で
き

な

い
会
員
が
大
勢

い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思

い

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
そ
の
よ
う
な
会

室
を
埋
め
た
会
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
母
達
は

笑
い
と
う
な
ず
き
の
連
続
で
し
た
。

最
後
に
前
に
陣
取
っ
て
聞
い
て
い
た
在

校
生
に
向
い
、
「世
の
中
に
は
様
々
な
見
方

が
あ
り
ま
す
。
国
際
人
に
な
っ
て
色
々
な

考
え
の
人
と
付
き
合
う
と
、
自
分
の
常
識

が
通
用
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
み
ん
な
に

国
際
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
２．
世
紀

に
な
る
と
き
っ
と
大
泉
が
良
い
学
校
だ
っ

た
と
後
に
な
っ
て
わ
か
る
の
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

（総
務
・
企
画
部
）

員
の
方
々
が
い
つ
で
も
気
軽
に
覗
い
た
り
、

参
加
出
来
る
場
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
検
討
の
中
で
一
番
問
題
に
な
っ

た
の
は

「情
報
の
平
等
性
」
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
会
員
の
方
々

へ
情
報
の
格
差
が
生
じ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

結
論
と
し
て
は
、
ぁ
る
程
度
ま
で
の
格

差
は
そ
の
有
効
性
が
勝
る
が
、
常
に

「情

報
の
平
等
性
」
を
念
頭
に
置
い
て
運
営
に

あ
た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
年
５
月
の
定
時
幹
事
総
会
で
本
年
度

の
事
業
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
へ
向
け
て
、
制
作
に
と

り
か
か
り
ま
し
た
。
既
に
い
く
つ
か
の
同

期
会
や
Ｏ
Ｂ
会
の
Ｈ
Ｐ
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は

「
い
ず
み
会
Ｈ
Ｐ
」
を
核
に

会
員
全
体
の
輪
が
広
が
っ
て
ゆ
く
と
考
え

ま
す
。
皆
様
か
ら
の
お
力
添
え
で
素
晴
し

い
Ｈ
Ｐ
に
育
て
上
げ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
ず
み
会
総
会
・
懇
親
会

１０
月
２２
日
日

午
後
１
時
～
母
校
に
て
開
催
篠
剛
）
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定時幹事総会 出席者一覧
登録幹事総数 :606名、出席幹事数 :59名、委任状提出幹事数 :213名

出席幹事氏名 (敬称略)
(中 1)小 りll喜卯六、永川俊彦、(中 2)片 山達郎、菊谷義美、田中英
道、 (高 4)佐 々木健雄、 (高 6)梅 澤やよひ、篠匡昭、 (高 7)板 倉克
明、山田清子、 (高8)岡 崎美代子、堤美穂子、茂木光男、(高 9)大
軒史子、清水信、山下嗣夫、 (高10)ガ

'II皓

司、角原佑一、廣川和男、
藤田肇、野口悦子、 (高11)片寄紘一、加藤多鶴子、北上俊人、椎葉
亮一、富田順子、 (高12)相′|1光夫、板橋昭寿、小野田敦子、渋井周
而、 (高13)丸山和郎、山田秀之、山本章義、 (高16)大場修一、鈴木
哲、前野進、宮地久司、(高17)中津隈健一、(高18)伊藤英隆、(高20)
金子研一、川口章子、菊池素子、栗原正成、讃井正光、寺章夫、土
肥暁美、 (高21)岩城隆就、植村久、原田京、若林和子、 (高24)真柳
仁、 (高25)宇多正行、吉田寛、 (高28)西澤正博、野島陽子、(高31)
原秀年、 (高41)山田毅、(高51)安斎聡、 (高52)長坂幸子

(敬称略、各期50音順)

名簿発行特別会計 平成11年度 収支決算 平成12年度 収支予算

本
年
度

の
定
時
幹
事
総
会
は
、

５
月
２７

日

（土
）
母
校
会
議
室

で
幹
事

５９
名

の
出

席

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
澤
理
事

の
司
会
進
行

で
開
会
が
告
げ

ら
れ
、
田
中
会
長

の
挨
拶

の
あ
と
、
議
事

録
署
名
人

（山
田
毅
幹
事

二
局
４．
、
長
坂

幸
子
幹
事

二
局
５２
）
を
選
任
し
、
議
長

に

上
肥
理
事
が
選
任
さ
れ
議
事

に
入
り
ま
し

た
。
議
事
…
０
平
成

１１
年
度
事
業
報
告

（宇
多

事
務
局
長
）
、
収
支
決
算
承
認

の
件

（真
柳

理
事
）

②
平
成

１１
年
度

監
査
報
告

の
件

（椎
葉
監
査
役
）
の
報
告
が
あ
り
、
満
場
拍

手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
平
成

１２
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
承

認

の
件

（宇
多
事
務
局
長
）
が
説
明
さ
れ
、

こ
れ
も
満
場
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

０
規
約
改
正

の
件

（宇
多
事
務
局
長
）

の

説
明
が
あ
り
、
副
会
長
定
員

３
名

に
変
更

予
定

と
候
補
者

２
名

に

つ
い
て

の
質

疑

（鈴
木
幹
事

。高

１６
等
）
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
現
行
規
約

に
沿

っ
て
の
運
用

で
あ
り

問
題
な

い
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
採
決

の
結
果
、
挙
手
大
多
数

で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

続

い
て
、
報
告
事
項

に
入
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
…
０
名
簿
部
よ
り
名
簿
購
入
と

協
賛
広
告

の
お
願

い
、
②
会
計
部
よ
り
会

費
納
入

の
お
願

い
、
③
会
報
部
よ
り
同
期

会
開
催
情
報
等

の
お
願

い
、
０
総
務

・
企

画
部
よ
り
総
会

・
懇
親
会

「
０
の
会
」
協

力

の
お
願

い
、
働
現
教
員
北
上
理
事
よ
り

母
校

の
現
状

の
紹
介
、
⑥
新
入
幹
事

２
名

の
紹
介
、
０
新
年
度
役
員
及
び
退
任
役
員

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上

で
議
事
が
す

べ
て
終
了
し
、
閉
会

が
宣
せ
ら
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
同
会
場

で
和
や
か
な
雰
囲
気

の
懇
親
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
　
　

　

　

　

　

　

　

（会
報
部
）
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平成11年度収支

第 1.収 入の部
1 名簿引当金繰り入れ
2 名簿引当金利息
3 名簿売り上げ
4 広告売り上げ

(単位 :円)

第 1.当 期収入の部
2,800,000   1 新入会員入会金(281人)

琳撤 :響「
麟釧なか

当期収入の部

新入会員入会金(285人)

本年度分会費(2571人)

寄付

総会参加費

雑収入0り息、祝儀等)

50周年記念誌等売上

平成12年 3月 31日

1,405,000

2,735,000

411,000

254,000

64,830

3,000

1,425,000

2,571,000

644,500

250,000

100,000

0

収入合計

第 2.支 出の部
1 会合費
2 データ調査費
3 雑費

総会参加費

雑収入(利息、祝儀等)

50周年記念誌等売上

第 3.

1

2

支出合計

収支差額の部

収入合計

支出合計

当期収入合計

当期支出の部

総会費

役員、幹事会合費

監査役会費

会報費

会費徴収経費

名簿調査管理費

母校連絡費

新会員向け名簿作成費

雑費

名簿積立金支出(次回分)

予備費

設備、什器、備品費

当期収入合計

当期支出の部

総会費

役員、幹事会合費

監査役会費

広報費

会費徴収経費

名簿調査管理費

母校連絡費

新会員向け名簿作成費

雑費

名簿積立金支出(次回分)

予備費

設備、什器、備品費

169,465

4,175,931

169,465

4,175,931

36,192

133,063

210

4,872,830

364,280

228,525

3,344

2,329,422

82,120

166,512

104,445

45,807

50,541

600,000

59,450

13,440

4,990,500

380,000

390,000

10,000

2,600,000

106,760

250,000

150,000

0

50,000

600,000

100,000

350,000

収支差額(繰越金) 4,006,466

名簿発行特別会計 収支予算
平成11年 4月 1日～平成13年 3月 31日

第 1.

1

2

3

4

収入の部

名簿引当金繰り入れ

名簿引当金利息

名簿売り上げ

広告売り上げ

2,800,000

67,931

1,800,000

800,000

収入合計

支出の部
会合費

販売促進。広告募集費
データ調査。加工費

5,467,931

150,000

150,000

460,000

50,000

3,700,000

450,000

100,000

第 3.

1

2

当期支出合計

当期収支の部

当期収入合計

当期支出合計

4,047,886

4,872,830

4.047.886

当期支出合計

当期収支の部

当期収入合計

当期支出合計

第 3.

1

2

4,976,760

4,990,500

4,976,760第 2.

1

2

3

当期収支差額 824,944 当期収支差額 13,740

前期繰越金 6,730,146 前期繰越金 7,555,090

次期繰越金 7.555,090 次期繰越金 7,568,830

いずみ会財産
平成12年 3月 31日現在

2211

4311

600,000 パソコン (平成 7・ 8。 9年度に購入)

24,896,020 プリンター (平成 7・ 10年度に購入)

4 記事制作費
5 印刷費
6 運搬。発送費
7 雑費

支出合計

第 3.収 支差額の部
1 収入合計
2 支出合計

5,060,000

5,467,931

5,060,000

一般会計次期繰越金

前受会費等

名簿引当金(次回分)

合計

7,555,090 同窓会名簿 (1995年発行)

16.740,930 高校50周年記念誌
ム
ロ
　
ム
ロ

収支差額 407.931
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今
年
は
暑
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
二
千
年
問
題
も
大
過
な
く
年
が
あ

け
、
二
十
世
紀
最
後
の
年
も
も
う
四
分
の

三
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
こ
の

い
ず
み
会
の
会
長
を
お
引
き
受
け
し
て
今

年
で
９
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
顧
み
ま
す

と
そ
の
年
々
で
目
標
と
す
る
課
題
が
違
っ

て
い
た
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

就
任
し
た
最
初
の
年
は
、
と
も
か
く
会

の
健
全
化
を
図
り
、
特
に
会
計
面
に
は
留

意
を
重
ね
、
使
途
を
公
正
且
つ
明
確
に
す

る
等
の
基
本
に
立
ち
一戻
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。
次
年
か
ら
は

「開
か
れ
た
い
ず

み
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
会
員
か
ら
み

て
会
の
活
動
状
況
が
理
解
し
易
い
よ
う
、

か
つ
若
い
人
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
会
費
制
度
導
入
も
会
員
の
意

識
の
向
上
に
繋
が
り
、
ま
た
会
報
も
時
代

に
合
わ
せ
Ａ
４
版
印
刷
に
す
る
こ
と
に
よ

り
読
み
易
さ
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
発
送

部
数
も
名
簿
の
整
備
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
伸
び
続
け
、
そ
れ
に
対
す
る
会
員

か
ら
の
直
接
の
反
響
も
頂
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
春
に
行
わ
れ
て
い
た
総
会
・

懇
親
会
も
秋
に
変
更
し
、
企
画
も
今
ま
で

の
画
一
的
な
も
の
か
ら

「下
一
桁
。
の
会
」

と
い
う
縦
割
り
の
当
番
期
に
よ
る
呼
び
か

け
で
、
参
加
会
員
は
会
場
に
浴
れ
る
ほ
ど

の
数
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

「２

０
０
０
年
名
簿
」
の
発
行
を
い
た
し
ま
す

が
、
会
員
の
住
所
判
明
率
は
飛
躍
的
に
伸

び
、
そ
れ
は
こ
こ
数
年
に
亘
る
会
員
の
ご

理
解
の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
や
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
主
流
と

な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
は
茶
の
間

に
も
浸
透
し
、
主
婦
や
高
齢
者
に
も
格
好

な
情
報
入
手
手
段
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
い
ず
み
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

事
業
が
春
の
幹
事
総
会
で
決
定
さ
れ
、
そ

れ
は
同
窓
会
と
い
う
存
在
を
外
へ
向
け
て

発
信
す
る
形
に
な
り
、
母
校
在
校
生
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
の
交
流
も
自
然
に
交
わ
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
反
面
大
泉
に
関
心

の
在
る
人
な
ら
誰
で
も
覗
け
る
と
い
う
怖

さ
に
も
な
り
ま
す
。

数
年
前
ま
で
は
、
会
に
携
わ
っ
た
僅
か

な
会
員
に
よ
る
い
ず
み
会
が
、
こ
れ
か
ら

は
大
海
に
出
て
い
く
よ
う
な
広
が
り
を
持

ち
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で

あ
る
と
と
も
に
、
こ
こ
で
一
歩
止
ま
っ
て

足
元
を
し
っ
か
り
見
直
し
、
更
に
真
摯
で

細
か
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
責
任
を
強
く

感
じ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
よ
り
積
極
的
で
暖
か
な
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

門

甲

「

―

―

本
年
度
定
時
幹
事
総
会
で
、
以
下
の
役
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
５
名
の
新
役
員
が
着

任
し
、
５
名
の
役
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
み
会
　
新
役
員
名
簿

〈バ　
長
　
田
中
　
英
道

（中
２
）

副
会
長
　
茂
木
　
光
男

企局
８
）

角
原
　
佑
一
（高
１０
）

理
　
事
　
菊
谷
　
義
美

（中
２
）

高
橋
　
保
孝

（高
６
）

大
軒
　
史
子

（高
９
）

廣
川
　
和
男

（高
１０
）

北
上
　
俊
人

（高
１１
）

大
場
　
修
一　
企局
１６
）

寺
　
　
〓早
夫

（一局
２０
）

土
肥
　
暁
美

（高
２０
）

岩
城
　
隆
就

（高
２．
）

真
柳
　
仁
　
（高
２４
）

宇
多
　
正
行

（高
２５
）

吉
田
　
寛
　
（高
２５
）

西
澤
　
正
博

公局
２８
）

野
島
　
陽
子

（高
２８
）

原
　
　
秀
年

（高
３．
）

春
日
　
孟
　
（中
１
）

梅
澤
　
や
よ
ひ

（高
６
）

椎
葉
　
一元
一　
全局
１１
）

高
橋
　
公
治

（現
校
長
）

武
市
　
則
昭

（高
９
）

小
野
田
　
敦
子

（高
１２
）

斎
藤
　
俊
夫

（高
２９
）

簗
　
　
茂
之

（高
３０
）

山
田
　
清
子

（高
７
）

監
査
役

顧
　
問

退
任
役
員

理
　
事

監
査
役

平成12年度 事業計画

第 1 総会の開催

平成12年10月22日(日)母校にて開催予定。
本年度の総会後の懇親会の企画立案 ・運営については、期の下
一桁が 0の 期の方々の 「0の会」にお願いすることとする。

第 2 定時幹事総会の開催

平成12年5月27日(土)母校にて開催予定。定例の議事並びに役
員改選、規約改正、ホームページの開設等の審議を予定。

第 3 会報の発行

会報いずみ第44号を9月 に発行予定。内容としては、いずみ会
活動報告、新役員の紹介、母校及び恩師の近況、会員情報、2000

年名簿の販売案内等の言己事を予定。

第 4 名簿の整備 、新名簿の発行

名簿部の年間の定例作業の確立により、名簿情報の充実を図り、
また、名簿のデータベースを簡素化し、使いやすさ、サービス
の向上を図る。
平成12年秋に2000年名簿を完成、発行する。

第 5 会員との情報交換の拡充
昨年度、いずみ会の電子メールアドレスを設けたが、更に活発
な情報交換を図るため、ホームページを開設する。

第 6 母校 との連携

母校との関係強化のため、懇談会を開催する。
母校及びPTA開 催の催事への協力を行う。

第 7 新幹事 (高校 52期 )と の懇親

新幹事との懇親を深め、併せて期の名簿の維持管理等を依頼する。

第 8 入会式の開催

卒業式予行後に入会式を開催し、新卒業生(高校53期)をいずみ
会の会員に迎え入れ、また、会長より新幹事の就任をお願いする。

2000年7月  役員の顔 . ミヽれ

平成11年度 活動報告

総会 ・懇親会

●平成11年10月24日(日)、母校多目的室で

総会、会議室で懇親会を開催した。懇親会

は下一桁が 9の期が 「9の会Jを 結成し、

企画立案、運営にあたり、会員129名と恩師

の参加を得て、成功裡に終わつた。

定時幹事総会

●平成11年5月 22日(土)、母校会議室にて

開催し、幹事44名の出席があり、活発な質

疑が行われた。

「平成10年度事業報告・決算、平成11年度事

業計画 ・予算案」が承認された。平成12年

度に新名簿を発行することを決議した。

名簿

●住所情報の具体的な呼びかけ 「WANT

ED」 を実施したところ1000件以上の情報

が寄せられた。

●2000年名簿発行に向けて、名簿情報の修

正作業、協賛広告の募集、販売促進を進め

た。

●平成12年3月 12日(日)、各期名簿担当者

会合を開催し、60名程の参加を得て、各期

の名簿の一層の充実に向けての協力をお願
いした。特に若い期の参加が多かつた。

●縦のつながりを重視し、クラブ、同好会

OB会 へのアプローチを行った。

広報

●平成11年9月 11日(土)、会報いずみ第43

号を16500部発行し、会員約16000名に発送

し、また、教職員及び新卒業生に配布した。

●平成11年の定時幹事総会の決議に基づき、
いずみ会の活性化を図るため、いずみ会の

ホームページを開設するか否かの検討委員

会を設け、 3回 にわたり委員会を持ちホー

ムページに関する検討を行った。

新幹事

●新幹事(高51期)へ会報の発送作業の協力

をお願いし、互いの懇親を深めた。

●平成12年3月 13日(月)、母校体育館にお

いて入会式を開催し、新卒業生(高校52期)

283名が新たに本会会員となった。また、茂

木副会長より、新幹事16名へ就任をお願い

した。

母校

●平成11年 7月 10日(土)、吉野校長はじめ

高校関係者 6名 と田中会長以下本会役員 5

名が懇談会を開催し、お互いの協力を確認

した。

●平成11年9月 18日(土)、母校文化祭に初

参加し、NHK報 道局記者主幹の池上彰氏
(高21期)の記念講演(演題「やさしくするこ

とは難しい」)を開催し、好評を博した。

●母校行事の入学式、体育祭、卒業式に本

会を代表して田中会長が出席した。
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昨
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
平
成
１１

年
１０
月
２４
日
（日
）、
母
校
に
て
開
催
。
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、
多
数
の
会
員
・
恩
師
を

お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
同
窓
会
田
中
会
長
よ
り
活

動
報
告
に
加
え
、
１２
年
度
発
行
予
定
の
同

窓
会
名
簿
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
宇
多

事
務
局
長
か
ら
は
、
決
算
・
予
算
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野
校
長
先
生

か
ら
は
、
文
武
両
道
、
音
と
変
わ
ら
ぬ
現

役
生
徒
た
ち
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

総
会
に
続
く
懇
親
会
、
昨
年
度
は
、
卒

業
期
の
下
一
桁
が
９
の
期
の

「９
の
会
」

が
、
そ
の
企
画
・
運
営
を
担
当
。
午
前
中

か
ら
準
備
を
し
た
会
場
で
は
、
９
の
会
の

林
会
長
（高
９
期
）
の
挨
拶
に
続
く
乾
杯
以

降
、
参
加
者
同
士
の
話
で
盛
り
上
が
り
、

隣
の
人
の
話
し
声
も
聞
き
づ
ら
い
ほ
ど
。

昨
年
度

の
総
会

・
懇
親
会

は
下

一
桁

９

の
期
が
、
そ

の
懇
親
会

の
企
画
と
運
営

の

お
手
伝

い
を
行

い
ま
し
た
。

総
会

に
続
く
懇
親
会

は
例
年
通
り
母
校

会
議
室

で
開

か
れ
、
野
田
由
男
氏

（高

２９

期
）

の
軽
妙
な
司
会

で
恩
師
先
生
方
と
約

一
四
〇
名

の
参
加
者
が
楽
し

い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー

マ
は

「
大
泉
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

で
、

久
し
ぶ
り
に
母
校
周
辺

の
大
泉
を
ビ
デ
オ

で
ご
覧

い
た
だ
こ
う
と

い
う
も

の
。

特

に
企
画
運
営
上

の
留
意
点
。
会
場
設

営
、
受
付
、
供
応
接
待
等

の
各

パ
ー
ト
の

運
営
は
、
主
と
し
て
高

９
期
が
机
や
椅
子

の
運
搬

配

置

作
業

を
担

当
、

二
桁

世

代

（・９
、

２９
、
３９
期
）
は
企
画

ス
タ

ッ
フ
と
し

準
備
し
た
ビ
デ
オ
も
今
回
は
完
全

に
脇
役

に
回

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

校
歌

・
校
友

の
歌
斉
唱

の
後
は
、
次
年

度

の
当
番

で
あ
る

「
０
の
会
」

の
小
川
氏

（高

１０
期
）
へ
の
引
継
ぎ
が
な
さ
れ
、
記
念

撮
影

の
後
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（総
務

・企
画
部
）

顆
剰
副
り
「

二
〇
〇
〇
年
二
月
一
三
日
午
後
、
母
校

で
、
わ
が

「
い
ず
み
会
」
へ
の
入
会
式
が

行
わ
れ
た
。
今
年
の
新
入
会
員
は
二
八
三

名
で
高
５２
期
生
と
な
り
ま
す
。
茂
木
副
会

長
の

「先
輩
を
ど
う
利
用
す
る
か
」
と
い

う
実
質
的
で
、
軽
妙
な

「
い
ず
み
会
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
」
も
ま
た
例
年
の
と
お
り
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
卒
業
各
ク
ラ

ス
の
い
ず
み
会
幹
事
の
任
命
式
で
す
。
受

験
戦
争
の
最
前
線
で
奮
闘
し
た
、
あ
る
い

は
し
つ
つ
あ
る
卒
業
予
備
生
た
ち
に
と
っ

て
、
同
窓
会
の
幹
事
に
な
る
こ
と
が
ど
う

い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
、
ほ
と
ん
ど
自
覚

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
氏
名
を
呼
ば
れ
て
、
と
ま

本
年
度

の
定
時
幹
事
総
会

で
、

い
ず

み

会
規
約

の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正

の
ポ
イ

ン
ト
と
そ

の
理
由

１
　
副
会
長
を
１
名
増
員
し
て
３
名

に
。

こ
れ
ま
で
の
体
制
は
副
会
長
を
２
名
と

し
て
お
り
、
母
校

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
等

に
お
い
て
、
会
長

に
都
合
が

つ
か

な

い
場
合

に
は
副
会
長
が
出
席

し
、
ま
た
、

い
ず

み
会
活
動

に
お
け
る
「～

の
会
」
、
「
名

簿
作
成
」
等
個
別

の
重
要
な
事
業

に
お
い

て
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
そ
の
補
佐
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
長
、
副
会
長
そ
れ

ど

い
な
が
ら
壇
上

に
立

つ
彼
ら

の

一
人

一

人

に
、
「幹
事
委
嘱
状
」
が
、
副
会
長

か
ら

手
渡
さ
れ
、

か
く
て
新
し

い
幹
事
が
誕
生

し
ま
し
た
。
彼
ら

の
手

に
よ

っ
て
い
ず

み

会
が
運
営

さ
れ
て
い
く
日
が

い
つ
か
は
来

ま
す
。
新
幹
事

の
皆
さ
ん
、

二

一
世
紀
を

よ
ろ
し
く
！
　
　
　
　
　
　
　
（会
報
部
）

ぞ
れ
に
仕
事
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

母
校

か
ら
招
待
さ
れ
た
行
事
等

へ
の
出
席

に

つ
い
て
そ

の
日
程

の
調
整

に
困
難
を
来

た
す
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、

い
ず

み
会

の

事
業
が
重
な

っ
た
と
き
に
は
そ
の
負
担
が

過
重
と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
副
会
長

の
定
数
を
１
名
増
員
し
て
３
名

と
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

２
　
副
会
長

に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

に
、

そ
の
残
任
期
間

に
限

っ
て
副
会
長
代
行
を

理
事
会

の
互
選

に
よ
り
選
任

で
き
る
こ
と

に
。平
成
１１
年
５
月
に
当
時
の
石
井
副
会
長

が
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
直
後
の
幹
事
総
会

に
お
い
て
副
会
長
を
１
名
選
任
す
る
か
否

か
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

現
行
規
約
（規
則
）上
、
こ
の
よ
う
に
副

会
長
に
欠
員
が
出
た
場
合
に
そ
の
補
充
を

行
う
た
め
に
は
、
副
会
長
選
任
の
（臨
時
）

幹
事
総
会
を
行
う
旨
を
会
報
で
会
員
に
周

知
さ
せ
、
立
候
補
、
推
薦
を
経
た
上
で
、

幹
事
総
会
に
お
い
て
副
会
長
を
選
任
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
選
任
手
続
を
経

て
い
な
い
状
況
で
副
会
長
を
選
任
す
る
こ

と
は
問
題
が
あ
る
た
め
、
結
局
同
幹
事
総

会
に
お
い
て
は
、
副
会
長
の
選
任
は
な
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
副
会
長
に

欠
員
が
生
じ
た
状
態
で
の
会
の
運
営
に
は

い
ろ
い
ろ
と
困
難
を
伴
っ
た
た
め
、
そ
の

よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
機
動
的
な

会
の
運
営
の
た
め
に
、
副
会
長
に
欠
員
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
副
会
長
の
残
任

期
間
に
限
り
、
理
事
会
の
互
選
に
て
副
会

長
代
行
を
選
任
で
き
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
な
お
、
い
ず
み
会
規
約
の
変
更
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

第
１８
条
第
１
項
第
２
号
中

「２
名
」

を

「３
名
」
に
改
め
る
。

第
２０
条
の
次
に
、
次
の
一
条
を
加
え

２つ。
（副
会
長
代
行
）

第

２０
条

の
２
　
副
会
長

に
欠
員
を
生

じ
た
場
合

に
は
、
補
欠
が
選
任
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
理
事
会

に
お
い
て
、
理
事

の
中

か
ら
副
会
長
代
行
を
選
任
す
る
こ

と
が

で
き
る
。

附
　
則

こ
の
規
約

は
、
平
成

１２
年

５
月
２７
日

か
ら
施
行
す
る
。

て
指
揮
命
令
系
統
を
掌
握
し
司
会
進
行
等
、

実

に
ス
ム
ー
ス
に
懇
親
会
成
就

に
及
ん
だ

と
評
価
し
て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
は
、
肉

体
を
使
う

こ
と
と
心
得
た
世
代
が
力
と
汗

を
出
し
、
パ
ソ

コ
ン
を
駆
使
し
合
理
性
を

追
求
す
る
の
を
仕
事
と
し
て
い
る
世
代
が

的
確
な
構
図
を
以

っ
て
指
示

に
当
た

っ
た

こ
と
が
成
功

の
基

で
す
。

反
省
会

で
９
期

の

ロ
ー
ト

ル
曰
く

「
俺

た
ち
運
ん
だ
り
並

べ
た
り
で
、
な
ん
で
指

図
す
る
仕
事
が
な

い
の
だ
？
」
そ
れ
で
い

い
の
だ
。
肉
体
労
働
が
枯
渇
し
た
頭
脳
を

リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
の
は
自
明

の
理
で
あ

２つ
。今
後
も

一
桁

の
期
が
体
力
を
発
揮
す
る

よ
う
、
申
し
送
り
ま
す
。

新幹事名簿

高52期

1組  稲崎 浩平

坂田 瑞穂子

2組  安藤 悠一

武田 満里子

3組  橋本 健太

内田 麻代

4組  渡辺 太地

三隅 有里子

5組  井口 祥代

宇佐美友梨

藤森 美貴

船越 亜希美

6組  岩本 大輔

関口 真琴

7組  川上 崇穂

長坂 幸子

以上16名
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練
馬
百
景

の
桜

の
な
か
、
第
十
六
代
校

長
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光

栄
な
こ
と
に
、
着
任
早
々

「
い
ず

み
会
」

会
長

の
田
中
英
道
先
生

に
お
会

い
で
き
、

ご
挨
拶
芳

々
、
会

の
様
子
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年

の
創

立
以
来
、

二
万
名
を
越
え
る
同
窓
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
の
各
界

で
の
ご
活
躍
、
そ
し
て
母
校

へ

の
ご
支
援

に
、

こ
の
場
を
借
り
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。
都
立
高
校

の
地
盤
沈
下
が
叫

ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
幸

い
本
校

が
同
窓
会
、
保
護
者

の
ご
協
力

に
よ
り
、

文
武
両
道

の
校
風
を
保
ち
、
高

い
評
価
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
感
謝

に
耐
え
ま
せ
ん
。

「
日
劃
∃
罰

４
月
１１
日
＝
入
学
式

５
月
１０
日
＝
体
育
祭

９
月
２３
、
２４
日
＝
文
化
祭

１０
月
１４
日
＝
開
校
記
念
日

平
成
１３
年

１
月
１４
日
～
１７
日
＝
二
年
生
Ｈ
Ｒ
合
宿

３
月
１２
日
＝
い
ず
み
会
入
会
式

３
月
１３
日
＝
卒
業
式

百

日

劃

到

―

▽
野
球
部

全
国
高
校
野
球
選
手
権
西
東
京
大
会
で
、

２
回
戦
、
対
都
中
野
エ
　
ー６
対
１

（５
回

コ
ー
ル
ド
）、
３
回
戦
、
対
国
立
東
京
高
専

１０
対
３

（８
回
コ
ー
ル
ド
）
と
順
調
に
勝

現
在
、
校
内
で
は
、
間
近
に
迫
っ
た
完

全
週
五
日
制
や
、
指
導
要
領
改
訂
を
機
に
、

特
色
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
に
向
け
て
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
明
る
く
爽
や
か

な
生
徒
が
、
先
輩
諸
氏
の
よ
う
に
、
知
識

の
多
寡
だ
け
で
な
く
、
人
柄
を
陶
冶
し
、

校
名
を
さ
ら
に
高
め
る
学
校
づ
く
り
が
課

題
で
す
。

な
お
、
平
成
十
三
年
十
月
十
三
日
に
は

六
十
周
年
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
「
い
ず
み
会
」
会
員
各
位
に

は
、
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ち
進
み
ま
し
た
が
、
４
回
戦
で
惜
し
く
も

早
大
学
院
に
３
対
５
で
敗
れ
ま
し
た
。

▽
水
泳
部

山
本
圭
太

（３
年
）、
悠
太

（１
年
）兄

弟
が
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

▽
陸
上
競
技
部

東
京
都
高
校
第
３
支
部
大
会
で
内
田
知

行

（３
年
）、
牧
田
枝
里

（２
年
）他
が
活

躍
し
ま
し
た
。

▽
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

東
京
都
高
校
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

２
位

（２
部
校
に
昇
格
）

▽
柔
道
部

東
京
都
高
校
第
５
支
部
大
会

２
位
　
飛
永
勝
太

（３
年
）

▽
剣
道
部

東
京
都
高
校
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

男
子
団
体
戦

ベ
ス
ト
８

▽
女
子
バ

レ
ー
ボ

ー
ル
部

東
京
都
高
校
春
季
リ
ー
グ
戦

ブ

ロ
ッ
ク
優
勝

（
１
部
大
会
進
出
）

▽
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

東
京
地
区
国
公
立
高
校
大
会

ベ

ス
ト

８

昭
和
１６

（
一
九
四
一
）
年
に
創
立
さ
れ

た
わ
が
母
校
は
平
成
１３

（二
〇
〇
一
）
年

に
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
母
校
で
は
平
成
１３
年
１０
月
１３
日

（土
）

に
記
念
式
典
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
教
職
員
で

「６０
周
年
記
念
行
事
準
備

委
員
会
」
を
作

り
、
記
念
誌

の

発
行
、
記
念
式

典

の
企
画
等

の

検
討
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
在
校
生

の
デ
ザ
イ
ン
の

回
ゴ

で
す
。

（　
）
＝
転
出
先
ま
た
は
前
任
校

嘱

＝
嘱
託

【転
出
、
退
職
】

校
長
　
吉
野
　
尚
也

（退
職
―
東
京
女
子
体
育
大
学
）

倫
社
　
木
立
　
正
敏

（清
瀬
）

音
楽
　
鳴
田
　
恵
子

（八
王
子
養
護
）

事
務
　
川

口
　
證
子

（自
鷺
養
護
）

事
務
　
中
川
　
卓
爾

（久
留
米
養
護
）

事
務
　
早
川
　
泰
子

（石
神
井
）

公
治

（北
野
）

興
城

（東
大
和
）

ひ
な
子

（
一
橋
）

勝
英

（竹
早
）

ゆ
り
子

（豊
島
）

俊
彦

（第
四
商
業
）

里
美

（小
石
川
工
業
）

岳
大

（新
規
）

【転
入
】
校
長
　
一局
橋

倫
社
　
藤

音
楽
　
一局
橋

進
路
嘱
　
中
込

養
護
嘱
　
岡
本

事
務
　
加
藤

事
務
　
齋
藤

事
務
　
池

田

〔国公立大学〕 山形 1(1)、 宇都宮 1(1)、 筑波 1、埼玉 9(3)、 千葉 2(1)、 電気通信 3(2)、

東京 1(1)、 東京外語 1、東京学芸 3(2)、 東京芸術 ・美術 1(1)、 東京工業 2(2)、 東京農
工 2(1)、 九州 1(1)、 佐賀医科 1、琉球 3(2)、 都立 4(1)、 都留文科 1(1)以 上 計37名
(内既卒者20名)

〔私立大学〕 青山学院22(8)、 亜細亜 2、跡見学園女子 1(1)、 大妻女子 2、金沢工業 1、学

習院14(6)、 学習院女子 1、共立女子 1(1)、 共立薬科 2(1)、 杏林 1、国立音楽 1(1)、 慶
応義塾 6(3)、 恵泉女学院(1)、国士舘 1(1)、 工学院 3、国学院 5(1)、 国際基督教 2(1)、

駒沢 5(3)、 芝浦工業 7(3)、 上智 4(1)、 昭和女子 1、昭和薬科 2(2)、 駿河台 1(1)、 札

幌学院 1(1)成 瞑13(1)、 成城 5(1)、 専修 5(2)、 洗足学園 1(1)、 倉1価1(1)、 大正 3、

大東文化 3(1)、 拓殖 3(1)、 多摩美術 2、中央30(12)、津田塾 2、東海28(1)、 東京家政 3
(1)、 東京経済 5、東京工芸 2(1)、 東京国際 3、東京女子 2(1)、 東京女子医科 1、東京電

機 4、東京農業 5(2)、 東京薬科 1(1)、 東京理科17(11)、同志社 2、東邦 6(4)、 東洋17(7)、

独協 7(4)、 日本18(13)、日本社会事業 1、日本女子 4、日本体育 1、フェリス女学院 1(1)、

文教 3(2)、 法政34(14)、武蔵21(3)、 武蔵野女子 3、武蔵野美術 4(4)、 明治34(14)、明治

学院10(7)、 明治薬科 2(1)、 立教17(7)、 立命館 2(2)、 早稲田23(14)以 上 計390名(内

既卒者161名)

〔短期大学〕 埼玉県立 1(1)、 都立立川 1、青山学院女子 5、十文字学園女子 2、女子美術 1、

自梅 1、順天堂医療 1、東京家政 4、東京成徳 1、 日赤武蔵野 1、武蔵野女子 1、明治 2、立

教女学院 1 以上 計22名(内既卒者 1名)

〔専修、各種学校〕 ESPミ ュージカルアカデミー 1、国立東京医療センター看護 1、東京科学
芸術 1、東京スポーツレクリエーション1、東京テクニカルカンッジ1、東京ネットウェーブ

1、東京福祉商経 1、東京ミュージック&メ ディアアーツ尚美 3、 トラベルジャーナル 2、都
立豊島看護 1、 日本外語 1、 日本工学院 2、文化月長装学院 1、武蔵野調理師 1 計18名

〔就職〕 なし

高橋公治校長略歴

昭和17年品川生れ、東

京理科大学卒、昭和45

年～平成 4年  向島商、

両国、城東、井草各高

校の物理科教諭。城東、

井草時代に野球部顧間。

平成 5～ 8年  南高校

教 頭。平成 9～ 11年

北野高校校長。平成12

年～ 大泉高校校長

母
校
創
立
田
周
年
記
念
行
事

2000年 5月 10日 体育祭

教
職
員
人
事
異
動
（敬
称
略
）

進 路 状 況  ()内 は既卒者、内数    平成12年進路資料より
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鈴
木
　
一局
男

先
生

社
会
　
Ｓ
ｌ９
～
３９

私
は
昭
和

十
九
年
四
月

か
ら
、
同
三

十
九
年
二
月

ま
で
、
都
立

大
泉
中
学
、

同
高
等
学
校
に
勤
務
し
、
そ
の
後
更
に
十

余
年
間
、
東
京
都
の
教
育
に
微
力
を
つ
く

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

退
職
後
早
く
も
二
十
一
年
に
な
り
ま
す

が
、
三
十
年
程
前
か
ら
持
病
を
か
か
え
、

無
理
は
で
き
な
い
も
の
の
、
幸
い
現
在
も

な
ん
と
か
無
事
消
光
し
て
お
り
ま
す
。
三

年
前
旧
居
の
近
く
に
小
宅
を
建
て
転
居
し

ま
し
た
¨
私
も
今
秋
に
は
八
十
二
才
、
若

き
日
大
泉
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
わ
っ
た

先
生
方
も
、
今
は
多
く
物
故
さ
れ
て
淋
し

い
限
り
で
す
。
今
の
私
は
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
、
余
生
を
少
し
で
も
有
意
義
に
過

ご
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
、
手
が
け
て
き
た

さ
さ
や
か
な
計
画
を
完
成
す
べ
く
努
力
を

続
け
て
い
る
毎
日
で
す
。

宇
高
　
ち
さ

先
生

数
学
　
Ｓ
２６
～
５５

私
は
昭
和

五
十
五
年
に

大
泉
を
退
職

し
ま
し
て
か

ら
、
趣
味
で

や
っ
て
お
り

ま
し
た
小
唄

に
専
念

し
ま
し
た
。
昭
和
五

十
七
年

に
東
京
証
券
会
館

で
見
台
開
き
を

し
て
一
応
プ
ロ
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
時
は
大
泉
の
卒
業
生
の
方
々
に
大
層

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
私
と
共

に
お
弟
子
さ
ん
達
も
高
齢
化
で
十
人
た
ら

ず
で
の
ん
び
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

幸
い
健
康
で
、
楽
し
み
は
自
然
を
歩
く

事
で
す
。
主
に
大
学
の
同
窓
生
と
一
緒
で

す
が
、
大
泉
十
期
の
方
々
と
も
秩
父
、
高

尾
山
、
箱
根
を
歩
き
ま
し
た
。
多
分
、
敬

老
精
神
で
誘
っ
て
下
さ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
に
お
招
き
頂

い
て
、
自
分
よ
り
若
い
年
齢
層
の
方
々
に

接
す
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

田
村
　
茂

先
生

英
語
　
Ｓ
５２
～
Ｈ
元

平
成
元
年

に
大
泉
高
校

か
ら
六
学
区

の
隅
田
川
高

校
堤
校
舎
に

異
動
し
ま
し

た
。
堤
校
舎
勤
務
時
に
、
足
立
区
か
ら
日

野
市
へ
転
居
し
た
の
で
、
平
成
６
年
に
現

任
校
の
日
野
高
校

（七
学
区
）
に
異
動
し

ま
し
た
。
日
野
高
校
は
自
宅
か
ら
近
く
、

自
転
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
日
野
高
校

は
浅
川
と
多
摩
川
の
合
流
点
の
近
く
に
あ

り
、
落
ち
着
い
た
学
校
で
す
。
大
泉
高
校

に
は
十
二
年
間
勤
務
し
、
三
回
卒
業
生
を

出
し
ま
し
た
が
、
堤
校
舎
と
日
野
高
校
で

は
各
々
一
回
卒
業
生
を
出
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
担
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
務

部
と
い
う
分
掌
の
長
と
し
て
、
忙
し
い
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
大
泉
高
校
を
離
れ

て
十
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
今
で
も
な
つ

か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
私
の
教
師

と
し
て
の
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
す
ば
ら

し
い
学
校
で
す
か
ら
。

木
立
　
正
敏

先
生

社
会
　
Ｓ
６２
～
Ｈ
‐２

現
在
、
新

た
な
気
持
ち

で
清
瀬
高
校

に
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

大
泉
で
の
十

三
年
間

に
は
、
松
田
隆
夫
さ
ん
と

一
緒

に

車
椅

子
体
験
学

習

に
と
り
組

む
な

ど
、

様

々
な
試

み
を
実
践
し
ま
し
た
。
初

め
は

色

々
と
壁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

で
は
当

り
前

の
体
験
学
習
と
な

っ
て
お
り
、
感
慨

深

い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

清
瀬
高
校

で
は
、
大
泉

で
の
経
験
を
基

に
ま
た
新
し

い
試

み
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
今
、
私
は
、

ホ
リ

ス
テ

ィ
ッ
ク
教
育

に
関
心
が
あ
る
の
で
自
然
と

の
関
わ
り
を
通
し
た
共
生
感
覚

の
育
成
を

目
指
そ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会

で
は
今
ま
で
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
無
効
性
が
益

々
は

っ
き
り
し
て

来

る
で
し
ょ
う
。
借
り
物

で
な

い
新
し

い

パ
ラ
ダ

イ
ム
を
形
成
す
る
た
め
に
、

お
互

い
に
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昭
和
６３
年

か
ら
大
泉
高

校
に
お
世
話

に
な
り
十
三

年
、
あ
と
一

年
数
力
月
で

定
年

と
な
り
ま
す
。

こ
の
間

に
３０
学
級

か

ら
２．
学
級
へ
と
生
徒
数
の
激
減
と
気
質
の

変
化
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
相
変
わ
ら
ず
柔

道
を
主
に
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
わ
り
、
行
事

も
臨
海
、
ス
キ
ー
教
室
等
が
廃
止
さ
れ
、

大
泉
ら
し
さ
が
失
わ
れ
る
中
、
唯
一
の
救

い
は
部
活
が
相
変
わ
ら
ず
盛
ん
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
私
事
で
す
が
、
六
年
前
柔
道

の
指
導
中
頭
部
強
打
で
硬
膜
下
出
血
と
な

り
ま
し
た
が
、
適
切
な
処
置
で
後
遺
症
も

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
折
に

は
卒
業
生
の
方
々
に
も
大
変
お
世
話
に
な

り
有
難
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
先
生
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

先
生
は
東
京
高
師
数
学
科
卒
で
、
中
二

期
が
昭
和
一
七
年
に
入
学
し
た
時
、
群
馬

県
足
利
中
か
ら
赴
任
し
、　
一
年
四
組
の
担

任
と
な
り
、
数
学
担
当
で
代
数
を
教
わ
り

ま
し
た
。
四
角
な
顔
か
ら
愛
称
が
「下
駄
」

で
し
た
。
テ
ン
ポ
の
早
い
教
え
方
で
理
解

し
付
い
て
行
く
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
大

変
に
世
話
好
き
で
授
業
の
合
間
に
儲
か
る

話
と
か
世
間
話
し
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

心
の
優
し
い
方
で
、
怒
っ
た
事
は
一
度
も

な
か
っ
た
で
す
。
罰
を
受
け
た
生
徒
を
庇

っ
た
の
は
い
つ
も
先
生
で
し
た
。
囲
碁
、

卓
球
等
、
趣
味
は
豊
富
で
、
ク
ラ
ス
会
で

の
カ
ラ
オ
ケ
の
美
声
は
見
事
で
し
た
。　
一

昨
年
の
ク
ラ
ス
会
で
大
泉
中
時
代
の
思
い

出
ス
ピ
ー
チ
が
最
後
の
お
別
れ
と
な
り
ま

し
た
。
合
掌
。
　

（片
山
達
郎
。
中
２
期
）

教
室
で
は
厳
し
か
っ
た
が
、
修
学
旅
行

中
に

「悪
さ
」
を
し
た
生
徒
を
か
ば
う
な

ど
、
思
い
や
り
の
深
い
先
生
で
し
た
。

約
十
年
に
及
ぶ
真
摯
な
闘
病
生
活
、
そ

の
間
に
開
か
れ
た
ク
ラ
ス
会
で
は
、
「僕
は

立
っ
た
ま
ま
で
話
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
る

か
ら
。」
と
前
置
き
を
さ
れ
、
毅
然
と
し

て
、
病
気
に
ど
う
対
処
し
て
こ
ら
れ
た
か

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
お
見
舞
の
は
が
き
に

も
ご
返
事
を
下
さ
り
、
大
泉
の
生
徒
を
教

え
た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ご
自
宅
で
家
族
の
皆
様
に
看
取
ら
れ
な

が
ら
の
ご
最
期
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（北
上
俊
人
・
高
１１
期
）

同
窓
会
総
会
の
折
に
は
、
あ
ん
な
に
も

元
気
一
杯
動
き
回
っ
て
お
ら
れ
た
の
に
、

亡
く
な
る
な
ん
て
、
誰
も
考
え
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
泉
高
校
名

物
教
師
の
一
人
と
し
て
長
年
君
臨
し
て
こ

ら
れ
た
、
花
崎
先
生
。
愛
称

「文
ち
ゃ

ん
」。
花
崎
先
生
は
物
理
だ
け
で
は
な
く
、

歴
史
に
も
造
詣
が
深
く
、
何
で
も
知
っ
て

お
ら
れ
、
優
し
い
先
生
で
し
た
。
惜
し
い

先
生
を
失
っ
た
悲
愴
感
は
、
今
も
続
い
て

い
ま
す
。
巨
星
墜
つ
と
は
こ
う
い
う
事
を

言
う
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
合
掌
。

（鈴
木
　
哲
。
高
１６
期
）

青木  元忠  先生
平成12年1月28日没
享年88歳

昭和17～21年在勤
数学科

堀江  徳宝  先生
平成12年 2月 14日没

享年81歳

昭和19-414Fイ =菫カ
国語科

花崎  文一  先生
平成12年 2月 13日没
享年82歳

昭和22～42年在勤
理科
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当
時
の

「臨
海
学
校
の
し
お
り
」
の
中

で
、
そ
の
目
的
が
こ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
　
規
律
あ
る
集
団
と
し
て
共
同
生
活
を

営
む
こ
と
に
よ
っ
て
健
全
な
社
会
性
と
個

性
の
伸
長
を
は
か
る
。

②
　
水
泳
訓
練
を
通
し
て
体
力
お
よ
び
水

泳
技
能
を
向
上
さ
せ
、
困
難
に
耐
え
ら
れ

る
心
を
養
う
と
共
に
水
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
不
慮
の
水
難
に
際
し
て
の
自
信
を

得
さ
せ
る
。

③
　
臨
海
生
活
を
通
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

お
よ
び
学
年
の
生
徒
相
互
の
親
密
の
度
を

深
め
、
今
後
の
学
校
生
活
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
す
る
。

一
部
の
例
外
を
除
き
、
毎
年
７
月
２４
日

か
ら
３０
日
で
、
３
泊
４
日
の
前
・
後
期
２

回
ず
つ
の
臨
海
学
校
を
、
千
葉
の
富
浦
海

岸
で
、
民
宿
光
崎
旅
館
に
お
世
話
に
な
り

行
な
い
ま
し
た
。

各
期
の
基
本
日
課
は
水
泳
訓
練
、
集
会
、

浜
辺
体
操
、
ク
ラ
ス
コ
ン
パ
、
遠
泳
、
ス

イ
カ
割
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
、
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
。

水
泳
の
レ
ベ
ル
で
、
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
・
Ｄ

の
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
先
生
と
助
教
の

指
導
を
受
け
ま
す
。
Ａ
Ｂ
班
は
２
時
間
、

Ｃ
班
は
１
時
間
、
Ｄ
班
は
３０
分
の
遠
泳
を

行
な
い
、
完
泳
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

思
い
出
や
感
動
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

大
房
岬
の
遠
景
、
朝
の
砂
浜
で
の
貝
拾
い
、

海
岸

で
の
騎
馬
戦
、
遊
動
円
木

の
き
し
み
、

フ
ァ
イ
ア
ー
を
囲
ん
だ

フ
オ
ー
ク
ダ

ン
ス
、

遠
泳
時

の

エ
ン
ヤ

コ
ラ
の
掛
け
声
、
氷
砂

糖
、
そ
し
て
完
泳
。
冷
え
た
体

に
暖

か
い

お
汁
粉
。
母
校

の
先
生
方

に
は
お
世
話

に

な
り
ま
し
た
が
、
沢
山

の
感
動
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

し
て
初
回
か
ら
１５
年
間
参
加
の
杉
山
氏
と
、

７
回
か
ら
１４
年
間
参
加
の
関
屋
氏
に
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雹

馴

襲

勇

助
教
と
い
う
名
称
が
、
体
育
あ
る
い
は

教
育
関
係
の
世
界
に
既
存
の
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
大
泉
高
校
の
臨
海
学

校
用
に
提
案
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
私
自

身
は
い
ま
だ
に
知
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
助
教
は
、
「先
生
」
で
も
な
い
「生
徒
」

で
も
な
い
、
夏
の
海
に
お
け
る
ユ
ニ
ー
ク

な
存
在
だ
っ
た
。

あ
と
に
な
っ
て
恥
ず
か
し
く
も
な
り
反

省
も
し
た
が
、
私
は
助
教
を
少
し
永
く
勤

め
す
ぎ
た
。
十
年
選
手
と
し
て
表
彰
を
受

け
た
後
も
、
さ
ら
に
数
年
は
続
け
た
。
た

だ
し
、
私
が
一
番
長
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
も
っ
と
長
く
勤
め
た
同
世
代
の
仲

間
が
、
少
な
く
と
も
二
人
は
い
る
。

長
く
続
け
た
の
は
当
然
な
が
ら
、
そ
れ

に
魅
力
を
感
じ
続
け
た
か
ら
だ
っ
た
。
魅

力
の
源
泉
の
第
一
は
、
助
教
と
い
う
仕
事

そ
の
も
の
の
楽
し
さ
だ
っ
た
。
定
め
ら
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
水
泳
訓
練
は
、
適

齢
の
高
校
一
年
生
に
対
し
て
絶
大
な
成
果

を
も
た
ら
し
た
。
明
確
に
感
じ
取
る
こ
と

の
で
き
た
自
分
の
心
身
の
力
の
向
上
と
達

成
感
に
、
多
く
の
生
徒
が
ふ
だ
ん
味
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
感
激
を
体
験
し
て
い
た
よ

う
に
私
に
は
見
え
た
。
助
教
は
、
そ
の
感

激
と
感
動
を
自
分
の
も
の
と
し
て
共
有
し

た
の
だ
っ
た
。
遠
泳
を
完
遂
し
て
手
を
取

り
合
っ
て
泣
い
た
助
教
と
生
徒
の
姿
も
思

い
起
こ
す
。
助
教
の
冥
利
は
こ
こ
に
尽
き

て
い
た
。

魅
力
の
源
泉
の
第
二
は
、
助
教
と
い
う

集
団
の
面
白
さ
だ
っ
た
。
ど
の
年
代
も
多

士
済
々
で
、
遠
泳
の
日
の
天
気
図
を
作
っ

て
し
ま
う
人
、
毛
沢
東
語
録
を
中
国
語
で

引
用
し
な
が
ら
助
教
の
待
遇
改
善
を
叫
ぶ

男
、
夜
に
な
る
と
腹
巻
を
し
て
賭
け
事
に

興
じ
る
数
学
専
攻
の
学
生
、
物
真
似
の
天

才
グ
ル
ー
プ
、
「セ
ミ
を
や
ら
せ
て
イ
タ
ダ

キ
マ
ス
！
」
と
礼
儀
正
し
く
挨
拶
し
て
柱

に
と
ま
る
女
性
教
師
の
卵
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
独
特
の
味
と
能
力
を
持
っ
た
仲
間
が

集
い
、
互
い
の
成
長
に
大
き
な
刺
激
と
な

っ
て
い
た
。

助
教
の
任
務
と
生
活
は
、
思
え
ば
、
素

晴
ら
し
い
教
育
実
習
の
場
だ
っ
た
。
い
ま

臨
海
学
校
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

類
似
の
機
能
を
持
つ
場
が
な
に
か
別
の
領

域
で
存
在
し
た
な
ら
ば
と
思
う
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

５
２
●
●
判

当
時

の
家
庭
教
師
が
週

１
回
２
時
間

で

月

１
万
円
と

い
う
時
代

に
、
３
食
昼
寝
付

き
と
は

い
う
も

の
の
日
給

７
０
０
円
は

い

か
に
も
安

か

っ
た

の
で
す
が
、　
一
度
参
加

し
た
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
過
酷
な
労
働
条
件

に
も
関
わ
ら
ず
、
何
年
も
繰
り
返
し
参
加

す
る
と

い
う

の
は

「
仕
事
」
が
面
白

か

っ

た
こ
と
と
、
「
感
動
」
と

「楽
し
み
」
を
経

験

で
き
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い

ま
す
。
「仕
事
」
と

い
え
ば
、

こ
の
行
事
は
長
年

無
事
故
を
守

れ
た
こ
と
が
誇
り
で
す
。
点

呼

の
バ
デ

ィ
ー
シ
ス
テ
ム
や
入
退
水
時

の

助
教

の
ポ
ジ

シ

ョ
ニ
ン
グ
な
ど
生
徒
を
守

る
ル
ー
ル
は
し

っ
か
り
し
た
も

の
で
し
た
。

し
か
し
、
対
象

の
生
徒
は
変
り
ま
す
し
、

天
候
も
変
わ
り
ま
す
。
朝
晩

の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
個

々
人

の
性
格

の
把
握
や
、
技

術
の
進
歩
に
照
ら
し
た
指
導
を
確
認
す
る

な
ど
、

ン
ベ

ル

の
一局
い
も

の
で
し

た
。

「感
動
」
と

い
え
ば
や
は
り
Ｄ
班

の
遠
泳

で
す
。
全
く
泳
げ
な
か

っ
た
生
徒
が
、

３０

分
を
泳
ぎ

き

っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

こ
れ

は
、
浮
き
輪

ひ
と

つ
と
助
教
が
１
人
ず

つ

つ
い
て
遠
泳
を
し
ま
す
が
、
顔
を
上
げ

ら

れ
な

い
生
徒

に
声
だ
け
で
方
向
を
指
示
し

泳
ぎ

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
完
泳
し
て

涙

の
生
徒

か
ら
、
後
日
お
礼

の
暑
中
見
舞

い
が
届

い
た
り
す
る
と
も
う
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
「楽
し
み
」
と
い
え
ば
助
教
の
教
科
書

「助
教
要
録
」
の
中
に
、
「解
散
の
後
＾
助

教
は
楽
し
く
遊

ぶ
！
」
と

い
う

ル
ー

ル
が

あ
り
ま
す
。
新
入
助
教
を
、
「海
坊
主
」
と

呼
ば
れ
る
先
輩
た
ち
が

「
三
段
蹴
り
」
と

い
う
技

で
海

の
底

に
沈
め
る
儀
式
や
、
人

工
島
ま
で
の
助
教
だ
け
の
遠
泳
。
そ
し
て
、

助
教
だ
け
が
寝
泊
り
す
る
民
宿
小
沢
旅
館

で
は
、
最
終
日

の
夜
、
「
月
光
仮
面
」
「
エ

イ
ト

マ
ン
」
「
ゴ
キ
ブ
リ
の
産
卵
」
に

「
イ

ロ
ハ
の
イ
の
字
」
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
出
し
物

で
こ
れ
以
上

の
宴
会

は
無

い
と

い
う
反
省
会
を
行
な

い
ま
し
た
。
崇
高
な

目
的
を
持

つ
「
仕
事
」
と
、
「感
動
」
と

「楽

し
み
」
を
共
有

で
き
る
共
同
体
が
理
想

の

組
織
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

５０
歳
を
迎

え
ま
し
た
が
、

こ
の
共
同
体
を
超
え
る
組

織

に
未
だ
出
会

っ
て
い
ま
せ
ん
。

臨
海
学
校
と
助
教

母
校
、
夏

の
行
事

「臨
海
学
校
」
は

一
九
六
三

（
昭
和
３８
）
年

に
始
ま
り
、

３‐
年

間
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、　
一
九
九

二

（平
成

５
）
年
を
も

っ
て
終
わ
り

ま
し
た
。
初
回
は
外
房
海
岸

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
２
回
以
降

は
終
わ
る
ま
で
富

浦
海
岸

で
行
わ
れ
、
高

１９
期
生

か
ら
高

４８
期
生
ま
で
の
延

べ

一
万

三
千
人

の
同

窓
生
が

三
泊

四
日

の
海
を
体
験
し
ま
し
た
。助

教
の
先
輩
た
ち
は

眩
し
く
素
敵
で
し
た

臨
海
学
校

で
記
憶

に
残

る
の
が
黒
帽
子

の

「
助
教
」

の
方

々
で
す
。
大
学
、
社
会

人
生
活
を
謳
歌
し
て
い
る
フ
レ
ッ
シ

ュ
な

先
輩
た
ち
が
、
健
康
的
な
肉
体

で
き
び
き

び

と
働
く
姿
は
、
高
校

一
年
生

に
と

っ
て

は
眩
し
く
映

っ
た
も

の
で
す
。
助
教
は
１

回
の
夏

で
約

５０
名
、

３．
年
間

で
約
二
七
〇

名

の
同
窓
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
助
教
と
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ク
ラ
ブ
訪
問

現
役
生
徒
諸
君

の
活
躍
を
聞
く

の
は
嬉
し

い
も

の
で
す
。
都
立
高
校

で
は
最
大

の
運
動
場
を
持

つ
大
泉

の
伝
統

で
あ
る
、
文
武
両
道

の
精
神
は
現
在

も
続

い
て

い
る
よ
う
で
す
。
正
面
玄
関
ホ
ー

ル
に
は
、
沢
山

の
卜
ロ
フ
ィ
ー
や
表
彰
状
が
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

か

つ
て
活
躍
し
た
Ｏ
Ｂ
が
母
校
を
訪
間
し
ま
し
た
。

瘍
川
則
目
コ
引
引
引
副
劉
到
幽
劃
］
『
］

　

　

一
呻
”

一
一
け
一
一
姜
一
¨

い
」
ぼ
榔
』

大
泉
高
校
華
道
部

の
歴
史

は
古
く
、
創

　

　

る
鈴
木
先
生
も
優
し

い
し
、
和
室

に
は
華

部
以
来
、
草
月
流

で
す
。
私

の
高
校
時
代

　

　

道
部
ら
し

い
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
が
た
だ

は
女
子
ば

か
り
で
し
た

の
で
、
現
在

の
男

　

　

よ

っ
て
い
る
の
で
す
。
活
動
を
発
表
す
る

子
部
員
は
貴
重
な
存
在

で
す
。
私
は
こ
の
　

　

場
と
し
て
、
毎
週

の
稽
古

の
成
果
を
校
内

華
道
部

か
ら

い
け
ば
な
を
始

め
た
の
で
す
　
　
　
の
２
個
所

に
展
示
し
、
先
生
や
生
徒

に
楽

が
、
今
年

で
母
校

の
指
導
も
８
年
目
を
迎

　

　

し
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

え
、
自
宅

の
教
室

で
も
教
え
て
い
ま
す
。
　
　

　

　

こ
と
し

の
文
化
祭

で
は
、

い
ま
ま
で
生

在
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
生

の
方

に
も
、
　

　

物
講
義
室

で
や

っ
て
い
た
展
示
を
２
階
廊

広
く
華
道
を

お
勧
め
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
下

で
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
と
し
は

（塩
田
光
昌

（照
）
上
局
４０
期
）
　

　

も

っ
と
た
く
さ
ん
の
人

に
見

て
も
ら

い
た

華
道
部

の
部
員
は
、
女
子
３
人
、
男
子

　

　

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

２
人
、
先
生

１
人
と

い
う

メ
ン
バ
ー
で
す
。
　

　

　

す
こ
し
心
配
な
こ
と
は
、

１
年
生
部
員

毎
週
水
曜
日
に
和
室

で
楽
し
く
稽
古
を
し

　

　

が

一
人
し
か

い
な

い
こ
と
で
、
来
年
が
心

て
い
ま
す
。
草
月
流

の
塩
田
光
昌
先
生
を

　

　

配

で
す
。

お
招
き
し
て
教
わ

っ
て
い
ま
す
０
塩
田
先

　

　

　

も

っ
と
部
員

ひ
と
り
ひ
と
り
が
腕
を
み

生

は
大
泉
高
校

の
先
輩

で
、
と
て
も
優
し

　

　

が

い
て
、
「私
も
華
道
を
や

っ
て
み
た

い
」

と
た
く
さ
ん
の
人
に
思
っ
て
も
ら
え
る
く

ら
い
き
れ
い
な
花
を
学
校
に
か
ざ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

（華
道
部
部
長

２
年
１
組

川
口
麻
衣
子
）

顆

劉

趾

卒
業
し
て
４２
年
目
の
夏
が
や
っ
て
く
る
。

西
東
京
大
会
予
選
で
の
母
校
応
援
は
、
自

球
を
追
っ
た
仲
間
と
の
出
会
い
の
場
で
も

あ
り
、
又
先
輩
後
輩
と
の
友
情
の
場
で
も

あ
る
。
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
７
月
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
母
校
応
援
優
先
に
し
て
い
る
人

が
多
い
。
最
近
は
野
球
部
以
外
の
先
輩
の

応
援
も
多
く
、
ス
タ
ン
ド
は
さ
な
が
ら
夏

の
同
窓
会
の
感
が
す
る
。

久
し
振
り
の
眩
し
い
夏
の
太
陽
が
照
り

つ
け
る
６
月
某
日
、
４。
年
振
り
に
母
校
の

グ
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
。
す
で
に
大
勢
の
部

員
が
打
撃
練
習
中
で
あ
り
、
早
速
、
監
督

の
原
先
生

（国
語
科
）
に
ご
挨
拶
し
て
現

状
を
お
聞
き
し
た
。
部
員
は
４７
名
、
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
女
子
で
３
名
と
の
こ
と
。
今

夏
は
３
年
生
が
１９
名
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
抜
群
で
、
戦
力
か
ら
見
て
も
、
平
成
４
、

５
年
同
様
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
以
上
を
狙
い
た

い
と
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

自
球
と
取
り
組
ん
で
い
る
後
輩
を
見
て

い
る
と
自
分
の
高
校
時
代
を
思
い
出
し
た
。

当
時
の
三
塁
側
は
土
手
に
な
っ
て
お
り
、

放
課
後
練
習
が
始
ま
る
と
、
女
生
徒
で
一

杯
で
あ
っ
た
。
試
合
の
時
は
普
通
は
ホ
ー

ム
チ
ー
ム
は
一
塁
側
な
の
に
、
大
泉
は
そ

の
為
に
三
塁
側
に
し
て
い
た
。
こ
の
伝
統

は
今
で
も
続
い
て
い
る
が
、
後
輩
達
が
そ

の
ル
ー
ツ
を
知
っ
て
い
る
の
か
な
あ
と
思

い
な
が
ら
、
薄
暮
の
グ
ラ
ン
ド
を
後
に
し

た
。　
　
　
　
　
（角
原
祐
一
。
高
１０
期
）

私
は
開
進
三
中
の
主
将
四
番
で
、
大
泉

で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る
の
は
時
間
の
問
題

と
、
た
か
を
く
く
っ
て
野
球
部
に
入
部
し

た
の
で
す
が
、
都
中
学
校
野
球
大
会
の
優

勝
投
手
の
角
原
君
に
あ
っ
て
み
ご
と
に
、

鼻
っ
柱
を
折
ら
れ
ま
し
た
。

彼
は
立
派
な
体
格
と
大
き
な
手
の
ひ
ら

と
長
い
指
を
使
い
、
当
時
プ
ロ
野
球
の
杉

下
投
手
し
か
使
え
な
か
っ
た
魔
球

（落
ち

る
球
。
そ
の
頃
は
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
と
呼

ん
で
い
な
か
っ
た
）
を
習
得
し
、
加
え
て

豪
速
球
の
高
校
生
ば
な
れ
し
た
投
手
で
し

た
。
京
華
商
業
戦
で
は
５
回
コ
ー
ル
ド
勝

ち
し
・５
ア
ウ
ト
の
内
１２
三
振
を
奪
っ
た
す

ご
腕
は
、　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
私
の
脳

裏
に
今
で
も
鮮
明
に
蘇
り
ま
す
。

（高
橋
俊
夫
・
高
１０
期
）

５
月
詞

わ
が
大
泉
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
運
動

部
の
中
で
も
最
古
を
誇
る
ク
ラ
ブ
で
、
中

３
期
よ
り
高
５２
期
ま
で
の
５４
年
間
の
歴
史

が
あ
り
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
会
は
会
員
数
５
０
０

余
名
を
擁
し
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
に
、
創
部
５０
周
年
記
念
式
典

を
開
き
、
か
つ
て
の
顧
間
の
堤
、
佐
々
木
、

山
谷
諸
先
生
を
囲
ん
で
一
五
〇
名
の
Ｏ
Ｂ

が
集
い
ま
し
た
。
ま
た
、
立
派
な
５０
周
年

記
念
誌
も
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

毎
年
Ｏ
Ｂ
総
会
を
開
催
し
、
４０
名
ほ
ど

の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
現
役
と
の
交
流
試
合

を
楽
し
ん
だ
後
、
円
形
校
舎
で
の
懇
親
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
４
月
１
日
に

開
催
し
て
新
卒
業
生
に
記
念
品
を
渡
し
て

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
有
名
な
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

日
比
野
弘
先
輩

（高
５
期
）
で
す
。
早
稲

田
大
学
に
進
み
、
全
日
本
の
右
ウ
イ
ン
グ

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
日
本
ラ
グ
ビ
ー

協
会
の
専
務
理
事
と
早
稲
田
大
学
教
授
を

や
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
正
月
の
ラ
グ
ビ
ー

中
継

で
は
、
解
説
者
と
し
て
テ
レ
ビ

に
で

る
機
会
が
多

い
の
で
ご
存
知

の
方
も
多

い

と
思

い
ま
す
。

今
ま
で
の
戦
跡
で
す
が
、
関
東
大
会
に

は
連
続
１５
回
の
出
場
を
ほ
こ
り
、
昭
和
４８

年
秋
の
全
国
大
会
東
京
都
予
選
で
は
決
勝

で
目
黒
高
校
に
敗
れ
、
残
念
に
も
花
園
に

出
場
で
き
な
か
っ
た
歴
史
も
有
り
ま
す
。

現
役
は
、
鎌
田
先
生
の
ご
指
導
で
３
年

生
１３
名
、
２
年
生
６
名
、
１
年
生
９
名
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
１
６
名
の
総
勢
３４
名
を
数
え

ま
す
。
昨
年
の
１０
月
よ
り
現
在
の
３
年

生
・
２
年
生
が
練
習
に
打
ち
込
み
、
す
ば

ら
し
い
戦
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
春
の
新

人
戦
で
は
、
日
大
鶴
ヶ
丘
。
国
立
・
明
大

八
王
子
と
戦
い
全
勝
で
終
え
ま
し
た
。
秋

の
全
国
大
会
東
京
都
予
選
の
シ
ー
ド
権
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。

英
国
に

「ラ
グ
ビ
ー
は
少
年
を
誰
よ
り

も
早
く
大
人
に
し
、
大
人
を
い
つ
ま
で
も

少
年
で
い
さ
せ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
世
代
を
超
え
た
Ｏ
Ｂ
が
大
泉
の

グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
流
し
た
青
春
を
共
有
す

る
、
そ
ん
な
Ｏ
Ｂ
会
で
す
。

（森
田
信
夫
・
高
１９
期
）

200 0年 7月  母校の和室での稽古風景

40年前  3塁 側の上手をバ ックに

2000年の夏合宿  !、 2年 の現役部員
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マ
ス
コ
ツ
ト
今
昔
物
語

新
制
大
泉
高
校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
に
伴

い
誕
生
し
た

マ
ス
コ
ツ
ト
は
、

半
世
紀

に
わ
た
り
、
応
援
団
と
と
も
に
体
育
祭

の
華

と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し

た
。
母
校

に
保
存
さ
れ
て
い
る
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
、
そ
こ
に
は
体
育
祭

の
シ
ン

ボ

ル
と
し
て
の
存
在
を
超
え
て
、
ま
さ
に
そ

の
時
代
を
象
徴
す
る

モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
そ
び
え
立

っ
て
い
る

マ
ス
コ
ツ
ト
の
姿
が
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
祭
名
物
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
高
さ

５
ｍ
に
も
な
る
大
き
な
は
り
ぼ
て
で
す
。

骨
組
み
を
角
材
と
枝
木
で
、
外
形
を
竹
で

つ
ぐ
り
、
そ
の
上
に
幾
重
に
も
新
聞
紙
を

貼
り
、
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
完
成
さ
せ
ま
す
。

平
成
８
年
か
ら
は
危
険
防
止
の
た
め
建

築
現
場
用
の
足
場
を
組
ん
で
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

当
初
は
、
応
援
団
の
手
で
制
作
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
設
立
さ
れ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

初
期
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
は
、
動
物
や

カ
ッ
パ
、
ダ
ル
マ
な
ど
普
遍
的
な
題
材
が

扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
４０
年
頃
か
ら

テ
レ
ビ
や
マ
ン
ガ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
人
気
者

が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す

が
、
制
作
費
用

（現
在
１
体
約
１０
万
円
）

や
短
い
工
期
で
の
過
酷
な
作
業
の
た
め
、

「存
在
意
義
」
に
つ
い
て
の
論
争
が
時
代
を

超
え
て
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
役
割
も
次
第

に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
応
援
合
戦
の
一
部
分
と
し

て
、
赤
。
白
ｏ
青
、
各
組
の
得
点
対
象
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
７
年
に
生
徒

数
減
少
に
よ
り
全
校
を
赤
自
２
つ
の
組
に

再
編
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
組
と
は
別
個
に
「体
育
祭
の
シ
ン
ボ
ル
」

と
し
て
２
体
１
組
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
制
作

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

年
度
か
ら
は
１
体
の
み
の
制
作
と
な
り
ま

し
た
。
代
わ
っ
て
、
近
年
で
は
、
秋
の
文

化
祭
で
小
型
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が

「祭
の
シ

ン
ボ
ル
」
と
し
て
、
校
舎
入
口
で
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（会
報
部
）

丁
Ｊ
調
♂
引

私
が
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
昭

和
５７
年
は
、
体
育
館
や
運
動
場
側
の
木
造

校
舎
が
残

っ
て
い
た
最
後

の
時
代

で
し
た
。

当
時
を
振

り
返
れ
ば
、
様

々
な
こ
と
が

懐

か
し
く
想

い
起

こ
さ
れ
ま
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
の
輪
郭

と
な
る
新
聞
貼
り

は
大
変

で
し
た
。
だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ

で
小

麦
粉
を
煮

て
糊
を
作

る
の
で
す
が
、
材
料

が
足
り
な
く
な
り
、
近
所

の
ス
ー
パ
ー
か

ら

「
あ
り

っ
た
け
」
買

い
漁

っ
て
き
た
り
、

ス
ト
ー
ブ

で
足
を
ヤ
ケ
ド
し
た
り
、
悪
戦

苦
闘

の
連
続

で
し
た
。
余

っ
た
小
麦
粉
を

ス
ト
ー
ブ

で
焼

い
て
、
ホ

ッ
ト
ケ
ー
キ
を

食

べ
た
な
ん
て
余
藤
も
あ
り
ま
し
た
が
…
。

天
候

に
も
非
常

に
気
を
遣

い
ま
し
た
。

特

に
色
付
け

の
時

に
は
、
雨
が
降
ら
な

い

よ
う

に

マ
ス
コ
ッ
ト
に

「
て
る
て
る
ぼ
う

ず
」
を

つ
る
し
て
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。

制
作
期
間
が

一
月
半

と
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、
体
育
祭
が
近
づ
く

に

つ
れ
、
早
朝
、

昼
休

み
、
放
課
後
と
寸
暇
を
惜
し
ん
で
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
の
内

部

で
三
食
を
と

っ
た
強
者
も

い
た
よ
う

で

す
。
遅
れ
て
い
る
組

に
は
、
委
員
全
員
が

組

の
枠
を
越
え
て
手
伝

い
ま
し
た
。
と
に

か
く
３
体
揃
え
て
体
育
祭

に
展
示
す
る
こ

と
が
皆

の
目
標

で
し
た
。
完
成
し
た
と
き

に
は
、
達
成
感
と
充
実
感

で
胸
が

い

っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ス

コ
ッ
ト
を
通
し
て
多
く

の
人
達
と

出
逢

い
、
大
泉
高
校

の
伝
統

の

一
端

に
与

せ
た
こ
と
を
誇
り

に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
素
晴
ら
し

い
伝
統
が
、
未
来

へ
と
引

き
継
が
れ
て
ゆ
ぐ
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

ゲバゲバ お じさん (S46)

ピ ッコ ロ (H!2)

忍者ハ ッ トリくん (S57)

マスコット年表 ※年表の不明部分をご存じの方は、事務局まで是非ご一報 ください。

昭和26年以前 不明             48年  仮面ライダー/ど 根性ガエル/キ ング  62年  伊達政宗/明 石家さんま/デ ーモン小
27年 ダルマ 他不明               コング(P)                暮
28年 ブルーシャトウ/グ ルマ 他不明    49年  ブルース・リー/ザ ・デストロイヤー  63年  バカボン′ウヾ /ヌ ケ作先生/キ ョンシー
29年 タヌキ/グ ルマ/ゴ ジラ           /ジ ャンボマックス          平成元年 ジョイナー/仮 面ノリダー/オ バ

30年 雪ダルマ 他不明           50年  チャーリー・ブラウン/が きデカ/ス      タリアン

31年 ダルマ/白 クマ/ペ ンギン          ナミ先生(P)             2年  桑田真澄/バ ットマン/ス ナフキン

32年 ゴジラ/タ ヌキ 他不明        51年  バカボンパパ/写 楽保介 他不明    3年  バート 他不明
33年 グラマー美女/白 イヌ/青 鬼      52年  ドナルドダック/殿 馬一人 他不明   4年  不明
34年 大ダコ/白 クマ/大 蛇         53年  沖田鑑長/岩 鬼正美/キ ンドーちゃん    〔文化祭〕「伝染るんですJの かわうそ、
35年 白ウサギ/カ ッパ 他不明       54年  サイボーグ009/ル パンⅢ世/バ ッ     カッパ

36年 ダルマ/ダ ンボ/ゴ ジラ           トマン                5年  不明
37年 天狗/ネ ッシー/大 蛇         55年  タブチくん/ド ラエモン/ク マさん   6年  「ヴァンサンカンJの牛/ク マのプーさ
38年 赤鬼/ア ザラシ/カ ッパ                     (小 島勇作先生)     ん/ガ チャピン
39年 金太郎/自 クマ/青 竜         56年  アランちゃん/じ ゃりんこチエ/怪 物  7年  不明
40年 タヌキ(ア)/ピ ッコロ/ケ ロヨン       くん                 8年  「DCカ ード」のカッパとタヌキ
41年 不明                 57年  タケちゃんマン/ス パンク/忍 者ハッ    〔文化祭〕不明
42年 孫悟空/パ ンダ/ト ラヒゲ          トリくん               9年  ドラエモン/ド ラミちゃん
43年 不明                  58年  タモリ/ブ ュシュマン/ニ コチャン大王    〔文化祭〕アンパンマン/ダースベーダー

44年 怪物くん/パ ットマンX/ケ ロヨン   59年  パーマン/「 タコ酎ハイ」のタコ/ス   10年  ガチャピン/ム ック
45年 ムーミン/コ コロのボス/名 称不明      ウィートメモリーズペンギン(P)      〔文化祭〕トトロ/ね こバス
46年 アンクルトリス/ゲ バゲバおじさん/  60年  キン肉マン/塩 沢とき/つ くば万博マ  11年  キョロちゃん/ゴ ン太くん
グリグリ                   スコット                  〔文化祭〕オバQ/0次 郎

47年 木枯し紋次郎/ス メーピー/バ カボン  61年  まねき猫/オ バQ/目 玉オヤジ     12年  ピッコロ
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古
希
を
迎
え
て
未
だ

人
生
半
ば
な
り安
藤
　
雄

一

今
迄
は
、
会
場
を
池
袋
、
新
宿
、
丸
ノ

内
等
都
心
と
し
て
来
た
同
期
会
で
す
が
、

会
員
が
古
希
を
迎
え
た
折
で
も
あ
り
、
久

し
ぶ
り
に
思
い
出
の
地
で
開
こ
う
と
い
う

事
で
、
今
回
は
昨
１０
月
２４
日
い
ず
み
会
総

会
後
、
石
神
井
池
畔
の
そ
ば
屋
「中
屋
敷
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は

「こ
の
辺
は
教
練
で
散
々
走
り

廻
っ
た
畑
や
林
の
中
の
道
だ
っ
た
な
」
等

話
し
合
い
な
が
ら
歩
く
と
、
次
々
と
五
十

数
年
前
の
恩
師
、
友
人
の
顔
が
鮮
明
に
浮

か
び
上
が
っ
て
来
ま
し
た
。

同
期
会
は
、
鈴
木
高
男
先
生
を
お
迎
え

し
、
平
成
７
年
の
紫
綬
褒
章
に
続
き
、
今

回
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
上
代
淑
人

君
に

「ヒ
ト
の
遺
伝
子
研
究
の
現
状
Ⅱ
」

の
テ
ー
マ
で
、
座
談
で
話
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
「Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
に
よ
り
、
ヒ
ト
の

寿
命
は
１
２
０
才
以
上
あ
る
こ
と
が
判
っ

て
い
る
。
７０
才
で
は
ま
だ
半
ば
過
ぎ
だ
よ
」

の
言
に
各
々
今
迄
の
不
養
生
を
反
省
す
る

と
共
に
、
何
か
少
し
明
る
い
気
分
に
も
な

り
ま
し
た
。

毎
回
お
元
気
な
顔
を
見
せ
て
下
さ
っ
て

い
た
青
木
元
忠
先
生
が
１
月
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
と
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
高
橋
茂
、
清
水
芳
彦
、
鈴
木
高
男
、

須
田
、
菊
谷

の
諸
先
生
方

に
ご
出
席
戴

き

ま
し
て
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

各
幹
事

の
挨
拶
後
、
遠
路
沖
縄

か
ら
駆

け

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
松
園
君

の
音
頭

で

乾
杯
し
、
高
橋
先
生
を
筆
頭

に
先
生
方

の

近
況
報
告
や
当
時

の
授
業
中

の
思

い
出
話

な
ど
が
あ
り
、
爆
笑
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

め

い
め

い
が

お
酒
を
片
手

に
懐

か
し

い

先
生
方

へ
挨
拶

に
い
っ
た
り
、
級
友

と
旧

交
を
温
め
た
り
で
、
ぁ

っ
と

い
う
間

に
お

開

き
と
な
り
、

二
次
会
場

へ
移
り
ま
し
た
。

前
回
よ
り
同
期
会
開
催
記
念
と
し
て
１３
期

会
報
を
西
脇
、
安
達

さ
ん
の
尽
力

に
よ
り

発
行
し
て

い
ま
す
。
次
回
は
全
員
が
還
暦

を
迎
え
る
平
成

１５
年

３
月
過
ぎ

に
、

お
祝

い
を
兼
ね
て
開
催
す
る
予
定

で
す
。

秋
晴
れ
の
一
九
九
九
年
１１
月
２０
日

（土
）、
午
後
１
時
半
よ
り
、
新
宿
の

「
モ

ノ
リ
ス
２９
」
に
於
て
、
高
校
１８
期
の
同
期

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
同
期
生
約
七
〇
名
の
他
、
来
賓

と
し
て
大
橋
先
生
、
花
崎
先
生
を
始
め
と

し
て
十
一
名
の
先
生
方
に
も
お
集
ま
り
頂

き
ま
し
た
。

乾
杯
の
後
、
ま
ず
各
ク
ラ
ス
の
主
だ
っ

た
メ
ン
バ
ー
よ
り
近
況
の
報
告
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
お
よ
そ
二
年
ぶ
り
の
同
期

会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
互
い
の
近

況
に
話
も
大
い
に
は
ず
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
出
席
頂
い
た
各
先
生
方
よ
り
一

言
ご
挨
拶
を
頂
き
、
三
時
間
に
わ
た
る
会

を
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
く
の
京

エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
二
次
会
を
開
催
。

ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
て
大
い
に
語
り
、
二

年
後
の
再
会
を
約
し
て
散
会
い
た
し
ま
し

た
。花
崎
先
生
は
こ
の
会
の
あ
と
体
調
を
崩

さ
れ
、
本
年
２
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
会
で
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
私
た
ち
へ
の
最
後
の
言
葉
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

や
、
先
生
を
囲
ん
で
の
懇
親
等
で
あ
っ
と

い
う
間
に
終
了
の
午
後
９
時
３０
分
に
な
り

ま
し
た
。
紳
士
淑
女
の
顔
も
、
こ
の
時
は

高
校
時
代
の
顔
で
し
た
。

最
後
に
全
員
で
、
中
山
先
生
の
指
揮
で

校
歌
を
歌
い
、
二
〇
〇
〇
年
の
総
会
は
、

０
期
が
当
番
で
あ
る
こ
と
を
全
員
で
確
認

し
、
当
日
は
母
校
で
の
再
会
を
約
束
し
て

銀
座
の
夜
に
更
な
る
友
情
を
深
め
に
出
か

け
ま
し
た
。

第
五
回
同
期
会
は
、
昨
年
１０
月
１６
日
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
景
気
が
低
迷
し
、
ま
た
我
々
の
世
代

は
リ
ス
ト
ラ
を
も
ろ
に
受
け
て
い
ま
す
の

で
、
三
年
前
の
同
期
会
よ
り
減
る
の
で
は

と
幹
事
一
同
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ

ぼ
前
回
同
数
の
七
〇
名
が
一
堂
に
会
し
ま

し
た
。
卒
業
三
八
年
ぶ
り
に
初
め
て
出
席

と
い
う
懐
か
し
い
人
も
何
人
か
い
ま
し
て
、

不
に
ス
は
頬
染
め
て

角
原
　
佑

一

三
年
前
に
再
会
を
約
束
し
た
高
１０
期
同

期
は
記
念
と
な
る
還
暦
の
年
で
も
あ
り
、

全
員
の
新
た
な
る
記
念
の
場
所
と
し
て
、

１１
月
２０
日
土
曜
日
銀
座
４
丁
目
の
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
の
ビ
ー
ル
、
清

酒
、
フ
イ
ン
等
で
紳
士
淑
女
は
旧
交
を
温

め
、
銀
座
の
ネ
オ
ン
の
仕
業
に
し
た
人
も

い
ま
し
た
が
、
顔
火
照
る
状
態
の
中
、
午

後
５
時
３０
分
に
開
会
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
大
橋
先
生
、
宇
高
先
生
、
中

山
先
生
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
岡
崎
先
生
か
ら
は
心
温
ま
る
お
手

紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
北

海
道
、
九
州
か
ら
も
見
え
、　
〓
一〇
名
と

大
盛
会
で
し
た
。
会
は
ク
ラ
ス
毎
の
報
告

４０
歳
は
青
春
の
老
年
で
あ
り

５。
歳
は
老
年
の
青
春
で
あ
る

山
本
　

〓早
義

文
ち
ゃ
ん
か
ら
は

ラ
ス
ト
に
な
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

田
口
　
健

一
郎
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リ
バ
イ
バ
ル
上
映

２４
年
前
の
顔

・
顔

・
顔

斎
藤
　
俊
夫

４
年
と
い
う
月
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
高
２９
期
同
期
会
開
催
の
年
が
来
ま

し
た
。
直
前
の
準
備
も
念
入
り
に
進
め
、

校
章
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
桜
満
開
の
日

約
１
０
０
名
の
方
々
が
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
へ
と
集
ま
り
ま
し
た
。
当
時
撮
影
し

た
ク
ラ
ス
集
合
写
真
を
三
学
年
全
ク
ラ
ス

分
貼
り
出
し
、
受
験
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で

作
っ
た
、
文
化
祭
自
主
制
作
映
画
の
二
四

年
振
り
の
リ
バ
イ
バ
ル
上
映
も
し
、
若
か

り
し
頃
の
我
が
姿
に
皆
酔
い
し
れ
て
↑
↓

い
ま
し
た
。
恩
師
の
方
々
は
、
三
年
生
当

時
を
担
任
頂
い
た
江
平
先
生
、
高
林
先
生
、

大
野
先
生
、
佐
藤
先
生
、
鹿
沼
先
生
の
他
、

１
年
７
組
担
任
後
に
転
任
さ
れ
た
佐
伯
先

生
に
も
ご
来
場
頂
き
、
お
元
気
な
姿
に
感

動
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
校
歌
、
校
友
の

歌
大
合
唱
の
と
き
に
は
、
皆
当
時
を
想
い

出
し
昔
の
顔
つ
き
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

二
次
会
、
二
次
会
も
予
想
以
上
の
人
数

が
押
し
寄
せ
、
終
電
も
気
に
せ
ず
大
盛
況

で
し
た
。
四
十
代
に
突
入
し
て
も
、
ま
だ

気
持
ち
は
若
い
つ
も
り
の
高
校
２９
期
、
次

回
如
何
に
展
開
す
る
で
し
ょ
う
か
Ｐ
４
年

後
の
再
会
が
楽
し
み
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、
毎
年
９

月
第
一
日
曜
日
に
大
泉
高
校
に
て
、
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
会
の
後
、

現
役
と
の
試
合
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
同
志
の
試
合

と
、
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
、
汗
を
か
き
、
老

い
も
若
き
も
コ
ー
ト
を
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
な
つ
か
し
い
体
育
館
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
校
時
代
に
還
れ
る
時
間
で
す
。
年

一
回
、
大
泉
高
校
へ
来
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
方
も
お
り
、
現
役
と
の
試
合

を
通
じ
て
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
三
十
代
の
方
の
参
加
が
少

な
く
、
少
々
さ
び
し
い
感
が
あ
り
ま
す
。

夏
が
明
け
、
９
月
に
な
っ
た
ら
バ
ス
ケ
の

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
！
毎
年
の
行
事
と
し
て
予
定

し
て
お
い
て
下
さ
い
。
試
合
の
後
の
ビ
ー

ル
も
最
高
で
す
ヨ
ー

高
校
を
卒
業
し
て
２９
年
。
Ｏ
Ｂ
会
の
通

知
が
来
る
と
柔
道
着
を
取
り
出
し
、
ま
だ

着
ら
れ
る
か
な
と
思
い
つ
つ
一
度
袖
を
通

し
て
み
ま
す
。

今
年
も
７
月
１５
日
に
行
わ
れ
、
柔
道
部

の
創
設
期
か
ら
長
い
問
顧
間
を
さ
れ
て
い

た
工
藤
先
生
は
、
お
体
の
具
合
で
出
席
さ

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
工
藤
先
生
を
慕
い

大
泉
高
校

へ
来
ら
れ
た
佐
藤
先
生
と
現
在

の
顧
間

で
あ
る
矢
野
先
生
、
そ
し
て
そ
の

弟
子
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
達
が
集
ま
り
、
現
役

の

高
校
生
達

と
道
場

で
練
習
を
し
、

二
次
会

で
は
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

練
習
を
し
な
が
ら
、
私

の
二
人

の
娘
達

が
息
子
で
あ

っ
た
ら
と
思
う

の
は
、
私

の

我
が
ま
ま
で
し

ょ
う
か
。

柔
道
創
始
者

で
あ
る
加
納
治
五
郎

の
最

後

の
直
弟
子
で
あ
る
工
藤
先
生

の
お
体
が

一
日
も
早
く
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら

お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
合
唱
団
で
は
昨
年
８
月
に
伊

豆
で
一
泊
の
合
宿
・
懇
親
会
を
行
い
、
ほ

と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
大
盛
会

で
し
た
。
今
年
も
こ
の
会
報
が
出
る
頃
に

は
清
里
高
原
で
の
合
宿
も
終
え
、
年
末
の

「と
し
忘
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
向
け
て
、
鋭

意
練
習
中
の
筈
で
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
一
昨
年
の
初
演
に

続
く
第
二
回
で
、
１２
月
１０
日
に
桜
台
で
開

催
し
ま
す
。
前
回
と
同
様
に
日
曜
日
の
午

後
の
ひ
と
と
き
を
、
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り

歌
っ
た
り
喋
っ
た
り
と
、
賑
や
か
に
楽
し

く
過
ご
す
予
定
で
す
。

合
唱
団

に
は
今
年
も
二
人
程

の
「新
人
」

が
加
入
し
て
、
岡
部
先
生

の
指
導
と
上
川

路
さ
ん

（高

２５
期
）

の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
練

習
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

第

３
金
曜
日

の
母
校

で
の
練
習

で
、　
一

緒

に
歌

い
た

い
方

の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

５
月
２３
日
１８
時
よ
り
有
楽
町
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
新
聞
小
委
員
会
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
会

合
を
開
き
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
茂
木
、
谷
治

全局
８

期
）、
手
島
、
武
市

（高
９
期
）、
斉
藤
、

後
藤
、
羽
根
田

（旧
姓
三
松
）
（高
１０

期
）、
冨
永
、
風
間
、
菊
地

（旧
姓
誉
田
）

（高
１１
期
）
の
１１
名
。
四
〇
年
以
上
前
の
大

泉
高
校
新
聞
の
編
集
の
思
い
出
話
に
楽
し

い
一
時
を
持
ち
ま
し
た
。
気
に
な
る
の
は

現
在
の
新
聞
が
ど
の
様
に
作
ら
れ
、
ど
ん

な
紙
面
な
の
か
一
度
新
聞
小
委
員
会
を
訪

ね
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

物
故
者
も
多
く
、
７
期
か
ら
１０
期
の
新

聞
経
験
者
中
６
名
、
な
か
で
も
本
年
３
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
栗
原
邦
夫
氏
（高
７
期
）

は
、
会
報
い
ず
み
４２
号

（平
成
１０
年
９
月

号
）
に
大
泉
高
校
新
聞
の
変
遷
に
つ
い
て

寄
稿
し
て
頂
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
同
氏

の
思
い
出
話
で
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

】
お

劇

ら

せ

珊

趙

蠅

辮

■
高
８
期
同
期
会

日
時
。
平
成
１３
年
４
月
７
日

（土
）

場
所
。
東
武
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

連
絡
先
・
宇
田
川
公
子
０
３
１
３
７
０
２

１
２
０
１
１
●
茂
木
光
男
０
４
８
９
１
５

■
高
２４
期
同
期
会

日
時
・
平
成
１２
年
Ｈ
月
２５
日

（土
）

Ⅲ
３
¨
００
～
５
【
００

会
場
。
詳
細
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す

連
絡
先
・
真
柳
仁

０

３

１

３

９

２

３

１

２

８

１

７

■
高
２．
期
ミ
レ
ニ
ア
ム
同
期
会

平
成
１２
年
１１
月
■
日
（土
）
１８
時
～

モ
ノ
リ
ス
２９

新
宿
区
新
宿
２
１
３
１
１

連
絡
先
・
岩
城
、
植
村
ま
で
。

０
３
１
３
９
９
９
１
５
４
１
６
（岩
城
）

■
高
２６
期
同
期
会

平
成
１２
年
１１
月
１１
～
１２
日
、　
一
泊
旅
行
で

開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
ご
案
内
差
し

上
げ
ま
す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

連
絡
先
・
鹿
島
千
恵
子

■
高
２８
期
同
期
会

来
年
、
２．
世
紀
最
初
の
年
に
、
５
年
ぶ
り

の
同
期
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

準
備
会
を
今
後
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
田
中
大
介

０
３
１
３
２
８
０
１
２
１
８
４
（Ｆ
Ａ
Ｘ
）

】
同
期
会
開
催
を
応
援
し
ま
す

榊

当
会
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
同
期
会
開

催
の
際
、
以
下
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
多
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
貸
し
出
し
。

●
校
歌
、
校
友
の
歌
の
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
。
（歌
詞
付
き
）

●
郵
送
用
宛
名
シ
ー
ル
の
提
供
。
（実
費
）

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

高
７
期
　
栗
原
　
邦
夫平
成
１２
年
３
月
３
日

高
１０
期
　
中
川

（橋
本
）
陽
子

平
成
１２
年
３
月
７
日
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辣ヨ彗灘鼈雷靱攀難藝彗彗藝蠅:
★年一回、いずみ会会員が集い、親睦を深める場、それが、総会・懇親会です。

と き :平成12年10月22日 (日)

12時30分～    受付|

13時～        |

13時30分～     懇:

15時30分     終了

ところ :母校 多目的教室 ・大会i

会 費 :中 1期～高39期   2′ 0

高40期～高49期   1′ 01

高50期～高52期    |

★今年は、卒業期の下一桁 0の期が、
「0の 会」を結成し、当番期として、

懇親会を盛 り上げます。

★今回の懇親会では
お  い

「美味しんぼ大泉 2000年に乾杯!」
生ビールサーバーと美味しい料理を用意し、各種お酒も飲み放題です。

★ご出席の方は同封のはがきにて、9月末日までにご連絡ください。

今年秋|こ「いずみ会2000年名簿」が発行され

ます。お申し込み頂いている方には、10月過

ぎにお手元に届 く予定です。

前号会報で名簿の販売は予約制とお知 らせし

ましたが、締め切 り後 も多数の申し込みがあ

りました。つきましては在舞動 あゞる限り、発

も販売を継続いたしますので、ご希望の方は

同封の振込用紙でお申し込みください。

いずみ会は母校の文化祭へ、昨年に引き続きt

参加します。

キャンパスの見学も兼ね、お誘いあわせてお

越しください。

●文化祭 ・開催日程

平リユZ手 9月 23日 (土)、24日 (日)

●いずみ会 ・特別講演会

平成12年 9月 23日 (土)午 後に開催予定

※母校OB(い ずみ会会員)の 講演会です。

※詳細は、当日、受付にて配布のパンフレット

をご覧 ください。

来年2001氣 母校 は、創立60周年 を迎 えま

す。

来秋をめざし、強 母校の記念行事準備委員

会にて詳細が詰められていく予定ですが、都

の財政難の折、同窓会や PTAの バ ックアッ

プが欠かせない状況です。

図書館に設置されたいずみ会文庫 (OBの 著

作を展示するコーナー)の整備や、「60周年記

念誌J作成へのご協力、何卒、よろしくお願い

いたします。

●協賛事業へのご協力は、同封の「いずみ会・

母校創立60周年磁響覇華制 の剛 紙にて、

お願いします。(同窓会費納入用の振込用紙 も

同封されています。お間違いないよう、ご注意

ください)

● 1回 1,000円、 2口以上でのご協力をお願

いいたします。

母校では会員の皆様の著作 (共著、翻 ヽ 漫

画、ビデオ等も歓迎)を 図書室に設置された

「いずみ会刻刻 に置き、現役生徒の励み、日

標にしています。今後ともぜひ、ご寄員曽をお願

いします:他 薦 もよろしく。

■〓178-0063 細 岬 5-3-1

都立大泉高校内 いずみ会文庫 宛

ご意見、ご感想、住所庸報等は下記の方法で連

絡をお願いします。

●同封のハガキにて、お寄せ下 さい。

●郵便  〒178-0063練 瓢覇教象 5-3-1

都立大泉高校内 いずみ会

●FAXな ら、   03-3920-2374

●Eメールなら、:zumikal@d‖veeco.ip

■ 「臨海学校と囲 で寄稿をお願いした杉

山、関屋両氏はお二人 とも奥様は大泉生で助

教の方々だそうです。助教の会は正に「助教フ

ァミリー」で、その絆は固いようです■手品で

有名なM副 会長は携帯電話の着メロに母校校

歌を入れてます。理事会の会議中に時々、校歌

が流れます。いずみ会も遊び 心を大切に楽 し

くコウカ的にやりたいものです。■会報部編

集スタッフ 北上俊人 (高11期)、森田陸四良

`(高15期)、寺章夫 (高20期)、荒井真理子 (高

知期)、植村久 (高21期)、仲沢浩― (高32期)

前号の会報で、不明住所情報の呼びかけの

日VANTEDJを 動 しましたところ、多数の

会員の方々か ら100"牛以上の情報が集 まり

ました。

特に若い期を中心にEメ ールでの連絡が多 く

ありました。

今後 とも、引き続きいずみ会連絡窓口へ、不明

住所情報をお寄せ ください。

いずみ会では、名簿師 の整備、広幸長の取材、

編集などをお手伝いいただく「事務局幹事」の

皆さんを募集しています。

お時間の許す方、老若男女を問わず、ご連絡 く

ださい。

てください。

●数年分の前納もお預かりします。

●納入義務のない方もご寄付は大歓迎です。

●納入状況は宛名シールの下に表記されてい

ます。

卜創立60周年を迎えます。

創立60周年 を迎 えま

母校「いずみ会文庫」に
ください

新名簿が出来ました 文化祭へのお誘い

新名簿販売のお知らせ
いずみ会連絡窓□

報をお寄せく大 事務局幹事 募集中

会費納入、こ寄付のお願い

lお願い     :奮
議模夢恣堆蜜諦瑯 麗嵩

封の振込用紙で、年額1000円の会費を納入し

会報いずみでは会員の皆様の集いの様子を毎

号お伝えしています。

同期会、クラス会、OBOG会 等の開催があり

ましたら、予定も含め情報をお寄せ ください。

また、会員の訃報につきましてもお寄せ くだ

さい。 印刷所/一 光印刷所 803-3953-3336


